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こ
の
度
『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

は
な
く
、

き
ま
す
。

一
方、

し
て
、

そ
し
て
、

現
在
刊
行
中
の

貴
重
資
料
紹
介
展

「
上
田
市
誌
」

の
利
用
に
資
し
て
い
く
た
め
に
、

上
田
市
立
図
書
館
は
、

上
田
市
立
図
書
館
に
は
、

保
存
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

の
解
読
・
刊
行
は
、

そ
の
内
容
が
広
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

は
以
前
か
ら
歴
史
家
の
間
で
は
知
ら
れ
て
お
り
高
い
評
価
を
得
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

に
な
っ
て
い
る
の
が
成
澤
寛
経
著
『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

『
信
濃
国
小
県
郡
年
表
』

上
田
小
県
地
方
の
郷
土
史
研
究
は
、

こ
ま
、

'

(

1

(

 

島
家
か
ら
の
寄
贈
書
籍
を
紹
介
し
た

の
研
究
者
が
調
査
研
究
に
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、

そ
の
意
味
か
ら
も
大
変
意
義
あ
る
こ
と
と
言
え
ま
す
。

に
少
な
か
ら
ず
引
用
さ
れ
、

こ
の
度
、

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

と
う
ろ

「
藤
直
文
庫
」

江
戸
庶
民
文
化
や
郷
土
史
研
究
の
貴
重
な
宝
庫
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、

数
年
前
か
ら
貴
重
資
料
紹
介
展
を
開
催
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

「
嬉
笑
文
庫
お
披
露
目
展
」
、

そ
し
て
こ
の
度
、
貴
重
資
料
紹
介
展
—
地
域
の
文
化
人
・
成
澤
寛
経
『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』
の
世
界
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
機
に
成
澤
寛
経
著
『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

「
花
月
文
庫
」

を
初
め
て
解
読
・
刊
行
し
、

新
し
い
多
く
の
歴
史
研
究
の
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

た
か
も
と

つ
上
野
尚
志
著
『
信
濃
国
小
県
郡
年
表
』
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

そ
の
原
典
の
一

「
上
田
に
み
る
元
禄
時
代
」

を
は
じ
め

で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、

等
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

何
故
か
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と

こ
の
よ
う
に
『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

の
存
在

上
田
小
県
地
方
の
郷
土
史
研
究
の
根
本
資
料

広
く
市
民
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

平
成
十

一
年
に
は
上
田
市
制
八
十
周
年
記
念
事
業
の

こ
れ
ら
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
永
く
保
存
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
に
、

つ
と

平
成
八
年
の
飯

そ
の
内
容
を
広
く
市
民
に
紹
介
し
そ

毎
年
多
く

「
花
春
文
庫
」
等
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
数
多
く
収
蔵
、

ひ
ろ
つ
ね

成
澤
寛
経
の
代
表
的
な
著
作
で
あ
る

刊

行

の

こ

と

ま,
J
 

を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
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こ
の
度
の
刊
行
は
、

な
が
ら
学
習
を
深
め
自
己
を
表
現
し
社
会
に
貢
献
し
て
い
る

生
涯
学
習
社
会
が
進
展
す
る
中
、

（
代
表
・
宮
島
か
つ
子
氏
）

こ
の
解
読
・
刊
行
は
、

記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

の
活
動
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
す
。

宮

下

明

彦

上
田
市
誌
編
纂
委
員
の
尾
崎
行
也
氏
及
び
氏
が
専
任
講
師
と
し
て
指
導
す
る
古
文
書
学
習
会
「
山
な
み
」

す
る
貴
重
資
料
の
多
く
を
解
読
、

「
山
な
み
」

筆
写
し
広
く
市
民
に
提
供
す
る
活
動
を
し
て
お
り
、

上
田
市
立
図
書
館
は

S
市
民
参
加
型
図
書
館
づ
く
り

S
を
標
榜
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
関
係
各
位
に
よ
る
ご
労
苦
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
十
四
年
三
月

一
日

書
資
料
を
平
易
に
読
解
で
き
る
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
の
で
す
。

に
よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
山
な
み
」

上
田
市
立
図
書
館
長

お
陰
で
、

は
古
文
書
解
読
の
学
習
を
深
め
、

楽
し
み

多
く
の
利
用
者
が
難
解
な
古
文

上
田
市
立
図
書
館
が
所
蔵
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て
い
る
。

こ
れ
は

『
小
県
郡
史
』

一
七
年
自
序
、

い
わ
く

記

云
」

あ
る
い
は
単
に

（
小
山
真
夫
、

「
古
老
筆
記
云
」

大
正

と
し
て

、

一
年
刊
）

で
も

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ

こ
ま

,
9

,
9
 

者
の
間
で
知
ら
れ
て
い
て
、

上
野
尚
志
『
信
濃
国
小
県
郡
年
表
』

（
明
治

れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
存
在
は

一
部
有
識

う
ち
に
認
め
ら
れ
る
が

読
・

筆
写
し
て
、

読
を
試
み
た

。

市
史
』
下
巻

も
に
、

昭
和
二
四
年
刊
、

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

る
古
文
書
学
習
会

「
山
な
み
」

（
藤
沢
直
枝
、

は
じ
め
に

（
上
田
市
立
図
書
館
蔵
）
、

同
五
四
年
復
刻
）

「
原
町
古
老
筆

経
」
項
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
写
本
は

昭
和

一
五
年
刊
）

成

澤
寛
経
の
著
書
に
『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

環
と
し
て
平
成
十
三
年
（
二
0

0

1

)

度
に
は

広
く
市
民
に
提
供
す
る
活
動
も
続
け
て
い
る
。

同
館
所
蔵
の
古
文
書
あ
る
い
は
古
書
を
も
取
り
上
げ
、

は
、
古
文
書
解
読
の
学
習
を
深
め
る
と
と

の
花
月
文
庫
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る

。

成
澤
寛
経
著
『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

は
ヽ

の
世
界

こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ

「
人
物
誌
」

の

「
成
澤
寛

の
あ
る
こ
と
は
、

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

I

江
戸
時
代
・
上
田
城
下
町
の
生
活
I

『
上
田

の
解

そ
の

現
在
上
田
市
立
図
書
館
所
蔵

こ
れ
を
解

『
上
田
市
史
』
編
纂
資
料
の

同
図
書
館
に
開
設
さ
れ
て
い

尾

崎

行

也

ヽ

成

澤

寛

経

略

歴

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』
の
著
者
成
澤
寛
経
は
、

よ
ろ
ず
や

萬
屋
の
主
人
で
あ

っ
た
。
原
町
・
萬
屋
成
澤
家
の
系
譜
に
つ
い
て
み
て
お

地
域
に
と

っ
て
誠
に
意
義
深
い
と
考
え
る
。

め
ご
と
』

が
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
れ
に

が
参
加
・
協
力
し
て

り
上
げ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
歴
史
研
究
は
、

時
代
と
と
も
に
視
点
を
変

ら
に
庶
民
の
生
活
を
通
し
て
歴
史
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
強
ま
っ
て

衛
門
（
一
七
九
三
＼

一
八
八
0

)

が

安

政

四

年

(
-
八
五
七
）

に
ま
と
め
た
衣
食
住

あ
る
。
今
回
上
田
市
立
図
書
館
の
貴
重
資
料
紹
介
展
と
し
て

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

れ
は
で
は
、

い
る
。

の
解
読
・
刊
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

が
重
視
さ
れ
、

「
山
な
み
」

上
田
城
下
原
町
の
老
舗

が
刊
行
さ
れ
な
か

っ
た、

『
百
合
さ
さ

と
い
う
こ
と
で
も

こ
れ
ま
で
そ
れ
に
相
当
す
る
著
作
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た。

繰
返
え
し
引
用
さ
れ
て
い
る
。

な
ど
の
思
い
出
の
記
「
き
り
も
ぐ
さ
」

れ
故
に
隣
接
す
る
佐
久
地
方
で
は
、

そ

と
こ
ろ
が
上
田
小
県
地
方

（
『
北
佐
久
郡
志
資
料
集
』
所
収
）

八
満
村

（
小
諸
市
）

の
小
林
四
郎
左

と
こ
ろ
が
庶
民
の
生
活
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
少
な
い
。

そ

を
も

っ
て
歴
史
が
語
ら
れ
た
。

そ
れ
が
社
会
・
経
済
に
重
点
が
移
り
、

さ

え
て
い
く

。
か
つ
て
は
軍
事
や
政
治
に
中
心
が
置
か
れ
、

武
将
や
政
治
家

そ
の
内
容
全
体
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

が
分
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

そ
の
も
の
が
取

究
の
基
礎
的
史
料
の

一
っ
と
し
て
、

既
に

一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
こ
と

踏
襲
さ
れ
て
い
て
、

近
代
を
迎
え
た
上
田
小
県
地
方
に
お
け
る
郷
土
史
研
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金
兵
衛

妻
、
ふ

き

七
郎
左
衛
門

号
、
雲
帯

金
兵
衛

号
、
其
井

斉
藤
嘉
左
衛
門
―――

男

七
郎
左
衛
門

号
、
百
合
舎

妻
、
あ
い
、
斉
藤
姓

後
妻
み
ね
、
小
林
姓

三
十
郎

「
萬
三
」

寛
備

寛
致

寛
満

寛
経

寛
直

伍

一
郎

北
店
「
萬
伍

」

こ
の
う
ち
金
兵
衛
（
寛
備

）

伍

＿
郎

妻
、
寛
温
長
女

寛

穂

寛

保

向

店

「
萬
犀
」

（
成
沢
玲
子
氏
原
図
に
よ
る
）

金
兵
衛

寛

温

寛

恵

省

―二

犀
兵
衛
力

寛
理
金
兵
衛

成
澤

以
降

に

つ
い

て
系
図
を
示
す

と
、

ほ
ぼ

次
の

よ
う
に
な
る
。

く
こ

と
に
す

る。

犀
兵
衛

理
順

金

号
、
玲

JI

8 7 6 5 4 3 2 1 No 

寛 和 道 時 廣廣廣道 ＝ 目早
和 道義道時 則 紹 休

幼
名

治 七 次 小以 太 佐越

左悶 太太 近前 通
衛 衛 太 称

門 門 郎郎 郎 郎郎 守

雅
芍にコ

寛 慶寛元文天永天
文安永 和禄正 禄文 没

—冗八 三四 八八六 年
年 年 年年年年年年

墓

妻

墓

15 14 13 12 11 10 ， No 
寛寛寛寛寛置寛

二祖早
證経 満 致備能 利

〇＾駒之 作太金 幼

印 助十吉 弥 名

墓金七金新金七金七七
碑 郎 郎郎郎 通
、 兵 左兵 兵左兵左左

称横衛 衛衛衛
町 衛 門衛六衛門衛門門

日
輪 巳にコ 其 雲 雅
寺 井帯 芍に

に

あ慶慶天文安元元

ど 応応保 政永文禄 没
元 四 五 七 五 四 六 年

五年年年年年年年

允 0 0 0 0 0 0 墓
子 後先 工ふ
氏 みあ 田
教 ねい 原き

妻
ホ

＾丑‘＾ ‘ 

山
ヽ

震̀—· 

0 0 墓

-4-



門

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

光
寺
之
部

人

の

一

人

で

あ

っ

た

こ

と

が

分

る

。

所

に
三

ヵ

所

、

対

側

に

一

ヵ

所

、

さ

ら

に

よ

く

み

る

と

、

図 1 上田原町屋敷割図（部分）

文

政

一

0
年

(

-

八

二

七

）

「

成

沢

金

兵

衛

持

」

刊

行

の

同

屋

敷

の

表

通

り

反

多

く

の

屋

敷

を

持

つ

有

力

町

『

諸

国

道

中

商

人

鑑

全

』

で

上

田

の

分

を

み

る

と

、

ま

ず

萬

屋

金

兵

衛

の

分

を

み

る

と

、

の

屋

敷

が

あ

り

、

原

町

を

北

に

突

当

っ

た

左

手

木

町

の

南

側

に

一

ヵ

所

、

同

屋

敷

の

西

裏

に

ニ

ヵ

所

、

一
ペ
ー
ジ

中

仙

道

・

善

萬

屋

金

兵

衛

と

萬

屋

金

右

衛

計
七
ヵ

さ

ら

に

や

や

離

れ

て

田

町

の

通

り

に

入

っ

た

南

側

に

文化 13年

- . " しA - →9 ••一

の

屋

敷

は

原

町

の

ほ

ぼ

中

央

西

側

に

あ

り

、

文

化

一

三

年

(

-

八

一

六

）

現

在

の

位

置

と

変

わ

ら

な

い

。

の

原

町

屋

敷

割

図

に

よ

る

と

、

成

沢

金

兵

衛

屋

だ

け

で

あ

る

。

て

い

る

。

品
々
」

で

、 「

成

澤

」

図 2 上田原町 萬屋金兵衛の広告

因

に

、

と

り

わ

け

こ

の

萬

屋

金

兵

衛

は

、

本

書

の

な

か

で

二

色

刷

に

な

っ

て

い

る

の

は

上

田

の

萬

「

上

田

嶋

・

紬

島

・

白

紬

」

半

の

紙

面

を

と

り

、

を

広

告

し

、

み

ら

れ

る

。

（解説）左隅を残して、全体を暖簾とし、そこへ

商標・苗字•取扱商品名を白抜きで示している。

また掛看板を添えている。

商

標

の

「

地

紙

に

万

の

字

」

で

あ

る

こ

と

を

示

し

、

「

信

州

上

田

原

町

、

「

当

所

産

物

類

を

紺

地

白

抜

き

で

掲

げ

成

澤

金

兵

衛

寛

満

で

あ

っ

た

と

と

い

っ

た

取

扱

っ

て

い

る

の

は

萬

屋

金

兵

衛

」

「

呉

服

太

物

類

」

と

し

て

、

姓

は

-5-
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白
紬
（
上
田
紬
）

二
軒
は
、

め
て
い
る
。

れ
も
同
じ
く

図3

9店出

上田原町 出店萬屋金右衛門の広告

（解説）これも暖簾を中心に、それへ看板を添える構成に

なっている。「現金正札」とか「取分下直（値） 二奉差上

候」など、営業上の店の方針を示しているところに

特徴がある。

を
扱

っ
て
い
た
こ
と
も
よ
く
分
る
。

明
ら
か
に
な
る
し
、

地
域
の
特
産
品
で
あ
る
上
田
縞
（
平
絹
）

の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。

や
紬
縞

家
系
図
の
な
か
に
見
出
し
得
な
い
で
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
原
町
の
萬
屋

ご

ふ

く

ふ

と

も

の

化
政
期
の
頃
（

一
九
世
紀
初
め
）
呉
服
・
太
物
商
で
あ

っ
た
こ
と
が

こ
の
金
右
衛
門
を
称
す
る
人
物
を
、

成
澤
氏

デ
ザ
イ
ン
は
全
体
と
し
て
、

本
店
に
相
当
す
る
萬
屋
金
兵
衛

当
所
産
物
類
」

「
呉
服
太
物
類
」
を
商
い
、
「
上
田
嶋
・
紬
嶋
・
白
紬
其
外

「
吟
味
叶
っ5

恥
妃
戸
止
：
的
配
且

厨
]

を

と
宣
伝
に
務

萬
屋
金
右
衛
門
」

と
し
て
、

ニ
ペ
ー
ジ
と
い
う
最
大
の
紙
面
を
と
り
、

次
に
萬
屋
金
右
衛
門
に
つ
い
て
み
る
な
ら
、

「
信
州
上
田
原
町
、

こ

出
店
、

と
が
分
る
。

郡
L
 

尽」

と
あ
っ
て
、

寺
子
屋
の
学
習
を
再
録
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ

は
た
だ
国
名
を
列
記
す
る
の
で
は
な
く
、

「
商
売
往
来
」

の

一
部、

稿
』
が
残
さ
れ
て
い
る

作
十
と
い

っ
た
。

「
日
本
国
尽
」

（
図
4
参
照
）
。

な
ど
で
、

文
化
三
年
(
-
八
0
六
）
に
作
十
が
作

っ
た
小
型
手
帳
『
草

寛
経
は
寛
政
九
年
（

一
七
九
七
）

そ
の
内
容
を
み
る
と

て
生
ま
れ
た
の
が
七
郎
左
衛
門
寛
経
で
あ
る

天
保
五
年
(
-
八
三
四）

が
ヽ

そ
の
作
品
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

号
を
も

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

家
に
入
っ
て
金
兵
衛
を
襲
名
し
、

継
い
だ
の
は
、

七

年

(
-
八
二
四）

文
人
ら
に
も
知
ら
れ
て
い
た
。

左
衛
門
寛
致
で
、

年
没
、

年
五
四
）

例
え
ば

「
信
濃
、

信
州
十

「
日
本
国

「
い
ろ
は
」
、

（
以
下
、
寛
経
と
記
す
）
。

ゆ

り

の

や

に
生
ま
れ
、
百
合
舎
は
号
で
、

幼
名
を

七
三
歳
で
没
し
た
。 宝
暦

―
二
年
（

一
七
六
二
）

俳
諧
な
ど
を
嗜
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る

に
八
六
歳
で
没
し
て
い
る
。

元
文
四
年
（

一
七
三
九）

の
門
弟
と
な
り
、

う
ん
た
い

俳
号
を

雲
帯
と
い
う
。

文
化
面
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

か

や

し

ら

お

上
田
藩
士
の
子
で
俳
諧
師
と
し
て
著
名
な
加
舎
白
雄
（
春
秋
庵
、

上
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、

其
井
と
い
う
雅

寛
致
（
雲
帯
）

こ
の
内
の

生
ま
れ
、

の
あ
と
を

に
生
ま
れ
、

雲
帯
は
交
遊
が
広
く
、

成
澤

文
政

当
時
の

上
田
の
俳
諧
の
中
心
に
あ

っ
た
七
郎

寛
政
三

上
田
海
野
町
斎
藤
嘉
左
衛
門
延
孝
の
三
男
太
吉
で
、

い
み
な
緯
を
寛
満
と
い
っ
た

。

こ
の
金
兵
衛
寛
満
の
子
と
し

原
町
の
萬
屋
・
成
澤
家
が
代
々
同
町
の
有
力
商
人
で
あ

っ
た
こ
と
は
以

-6-
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記

」

自

撰

文

が

み

ら

れ

、

雑
記
』

こ
ま
、

•
9

.
' 

水

戸

学

へ

の

傾

倒

が

分

る

し

、

水

戸

藩

士

徳

川

斎

昭

の

「

偕

楽

園

こ

れ

を

入

手

し

て

書

写

し

た

と

い

う

。

寛

経

の

書

写

・

編

纂

し

た

『
百
合

戸

藩

士

、

の
『

新

論

』

を

松

代

藩

士

鎌

原

桐

山

が

記

述

す

る

と

、

人

を

訪

れ

、

よ

う

。

試

み

て

い

る

。

文

政

四

年

、

そ

の

頃

の

こ

と

で

あ

ろ

う

歴

史

や

古

典

に

関

心

を

持

ち

、

高

野

山

蓮

花

定

院

文

書

の

研

究

を

水

戸

学

に

は

特

に

強

い

関

心

を

懐

き

、

儒
者
）

会
沢
正
志
斎

「

弘

道

館

記

」

撰

文

や

鎌

原

桐

山

の

著

致

（

雲

帯

）

も

健

在

で

あ

っ

た

か

ら

、

（

水

そ

の

影

響

も

大

き

か

っ

た

と

い

え

大

い

に

啓

発

さ

れ

た

と

い

う

。

そ

れ

だ

け

で

は

な

く

祖

父

寛

か

。

家

業

の

関

係

で

京

都

や

江

戸

に

赴

く

こ

と

が

多

く

、

こ

の

折

に

著

名

歳

の

と

き

に

寛

経

は

二

五

歳

で

あ

っ

た

か

ら

、

若

い

と

き

に

家

督

を

相

続

し

た

と

い

う

が

、

父

寛

満

六

〇

図4
下

、

内

容

の

一

部

作十の「草稿」

中

、

表

紙

、

「

草

稿

」

と

あ

る

。

付

箋

は

後

人

の

も

の

。

上

、

裏

表

紙

、

署

名

が

あ

る

。

（成澤宇一郎氏所蔵）

が

送

ら

れ

て

い

た

こ

と

も

分

っ

た

東

儀

伊

勢

守

頼

玄

回

一

（

印

文

、

頼

玄

ご

ま
た
『

高

麗

曲

椴

名

譜

』

が

あ

っ

て

、

け

取

っ

た

こ

と

、

足
玄

か

ら

成

澤

金

兵

衛

宛

の

書

簡

が

残

さ

れ

て

い

て

、

い

た

だ

い

た

。

冗

治

元

年

(

-

八

六

四

）

と

記

さ

れ

て

い

て

、

実

際

に

譜

面

末
尾
に

を
受

九

月

二

八

日

付

の

東

儀

伊

勢

守

頼

図5
下

は

、

桐

山

の

「

水

災

」

後

半

と

「

地

震

紀

事

」

の

前

半

。

中

は

、

斎

昭

の

「

弘

道

館

記

」

。

右

は

「

百

合

雑

記

」

の

表

紙

。

（成澤宇一郎氏所蔵）

わ

っ

た

と

も

い

わ

れ

て

い

る

。

講

義

し

、

丸

山

徳

五

郎

（

梅

夫

）

や

斎

藤

養

斎

（

科

野

東

一

郎

）

ら

が

加

る

屋

敷

内

に

あ

っ

た

雲

帯

時

代

の

一

室

指

峰

楼

で

は

国

学

を

述

数

篇

も

加

え

ら

れ

て

い

て

、

（

図

5

)

。

寛

経

が

雅

楽

に

も

関

心

を

寄

せ

て

い

た

こ

と

を

泉

允

子

氏

か

ら

御

教

示

（

金

二

朱

）

桐

山

を

敬

愛

し

て

い

た

こ

と

も

う

か

が

え

に

合

わ

せ

て

入

門

料

金

―

二

五

疋

の

「

許

容

之

譜

面

」

を

進

上

す

る

こ

と

が

記

さ

れ

て

い

る

。

（

図

6

)

。

中

元

祝

儀

の

金

五

〇

（

金

一

分

一

朱

）

「

慶

応

元

年

丑

后

五

月

、

-7-



鈴
と
古
鏡
の
模
写
を
各

一
帖
と
し
、

口
上
書
を
藩
に
提
出
し
た
。

を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

本
）
は
上
田
に
届
け
ら
れ
た
が
、

を
嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）

塩
尻
村

野
市
篠
ノ
井
）

図6 東儀伊勢守の書状及び「高麗曲椴名譜」

（
上
田
市
）

書
名
を

『
尚
古
図
譜
』

こ
の
と
き
寛
経
は
祖
父
雲
帯
が
収
集
し
た
古

同
年
六
月
寛
経
は
改
め
て
弁
明
の

こ
の
出
版
に
先
立
っ
て
上
田
藩
の
許
可

江
戸
の
書
林
英
大
助
で
開
板
し
、

の
原
良
平

下
諏
訪
神
社
の
神
官
今
井
蔵
人

（
信
古
）

と
し
て
京
都

試
刷

版
し
た
こ
と
で
あ
る
。
『
大
塔
物
語
』

は
、
応
永
七
年
(
-
四
0
0
)

（
昌
言
）

と
協
力
し
て
解
読
し
た
。

の
蔵
書
か
ら
発
見
し
、

で
合
戦
に
及
ん
だ
と
き
の
物
語
で
あ
る
。

寛
経
の
業
績
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

お
お
と
う

『
大
塔
物
語
』

（
試
作

濃
守
護
小
笠
原
長
秀
と
信
濃
各
地
の
豪
族
連
合
軍
が
更
級
郡
の
大
塔

こ
れ

上
田
領

寛
経
は
こ
れ
を （長

七
月
信

を
自
費
出 （成澤宇一郎氏所蔵）

（
写
1

)

。

墓
碑
が
あ
り
、

（
一
八
六
五
）

図8

こ

れ

に

権

田

直

助

が

撰

し

た

墓

誌

が

刻

ま

れ

て

い

る

横
町
日
輪
寺
の
成
澤
家
墓
地
に
は

に
嗣
子
寛
穂
が
没
し
、

し
か
も
家
業
不
振
と
な
っ
た
た
め
、

『尚古図譜』稿本・表紙と

内容の一部

（上田市立博物館蔵）

図7

『大塔物語』色紙と表紙

（上田市立博物館蔵）

得
な
か
っ
た

（
図

7
.
8
)
。

こ
れ
以
前
寛
経
は
家
督
を
子
の
金
兵
衛
寛
種
に
譲
り
、

そ
う
う
ん
じ

宗
昨
寺
境
内
に
隠
居
所
を
設
け
て
学
問
に
専
念
し
て
い
た
が
、

再
び
原
町
の
店
舗
萬
屋
に
入
っ
た
。

九
日
病
気
の
た
め
没
し
た
。

年
七
二
、

上
田
城
下
横
町

慶
応
元
年

し
か
し
三
年
後
の
慶
応
四
年
正
月

一

は
こ
の
口
上
書
を
採
用
せ
ず
、

『
尚
古
図
譜
』

の
開
板
も
断
念
せ
ざ
る
を

の
書
林
城
戸
市
右
衛
門
か
ら
刊
行
し
た
い
旨
も
添
え
て
い
る
。

し
か
し
藩
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写 1 成澤寛経墓碑

1
0
百
合
さ
さ
め
ご
と

，
 

8
 
7
 

4
 

ー

る。

済
世
家
言

百
合
之
葉

上
田
の
早
苗

3

尚

古

図

譜

2

大

塔

物

語

小
県
志
略

二
、

（
歌
集
）

6

百

合

叢

志

（

六

冊

、

(

[

 

5

赤
城
四
十
六
士
論
（
木
活
字
開
板
）

成

澤

寛

経

編

著

書

類

（
嘉
永
四
年
開
板
）

（
開
板
計
画
の
み
）

古
文
書
集
）

洋
船
彙
事
（
七
九
冊
、

]
内
は
所
蔵
先
、
い
ず
れ
も
上
田
市
立
）

外
国
船
渡
来
関
係
書
集
録
）

成
澤
寛
経
の
編
著
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

[
博
物
館
]

[
博
物
館
]

[
図
書
館
]

[
図
書
館
]

[
図
書
鮪
]

[
図
書
館
]

次
の
通
り
で
あ

図9 「流行わらひのたね」

（成澤宇一郎氏所蔵）

上
段
右
側
か
ら

「
お
よ
し
よ
、

（

唐

物

店

）

と
う
ぶ
つ
ミ
せ
」

（

実

）

（

浪

）

「い
A

人
だ
ね
へ
、
ぢ
つ
の
あ
る
ら
う
人
」

（

諸

色

）

（

値

下

）

「
は
や
く
し
て
お
く
れ
よ
、
し
よ
し
き
の
ね
さ
げ
」

一に
く
ら
し
い
‘
-
6
‘

け
こ
う
じ
ん
」

な
ど
と
あ
り
、
浪
人
の
評
価
が
高
い

心
掛
け
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

寛
経
が
当
時
の
社
会
情
勢
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、

う
か
。

そ
の
全
容
は
明
ら
か
で
な
い
。

日
本
国
々
御
固
附
」

ま
た
同
家
所
蔵
資
料
の
う
ち
に
木
版
一
枚
刷
の

（

い

）

「
流
行
わ
ら
ひ
の
た
ね
」

紀
親
成
『
安
政
御
遷
幸
物
語

る
渡
辺
登
（
華
山
）
『
慎
機
論
』
、
屠
龍
居
士

ヽ
~
ゞしヽ
る
カ

響
と
い
え
よ
う
。

聞
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

船
彙
事
』

合
叢
志
』

印
刷
し
、

『
赤
城
四
十
六
士
論
』

『
大
塔
物
語
』

と

や

関
係
の
諸
資
料
収
集
に

（
図
9

)

全
』
な
ど
の
写
本
は
、

な
ど
が
あ
り
、

成
澤
家
蔵
書
の
う
ち
に
み
ら
れ

と
つ
あ
ん

（
大
橋
訥
庵
）
『
隣
茄
臆
議
』
、

『
上
田
市
史
』
人
物
篇
で
は

そ
の

一
部
で
あ
ろ

「
泰
平
安
民
、

大

水
戸
学
の
主
張
す
る
尊
王
攘
夷
論
の
影

お
よ
そ

「
凡
百
十
余
巻
」
と
し
て

は
嘉
永
期
以
降
の
外
交
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
、

篤
志
者
に
頒
け
た
と
い
う
。

『
尚
古
図
譜
』

『
百
合
之
葉
』

に
つ
い
て
、

は
赤
穂
浪
士
を
論
じ
た
も
の
で
、

前
掲

晩
年
木
活
字
で

墓
誌
に
は
『
早
百
合
乃
葉
』
と
あ
り
、
自
選
和
歌
集
と
な
っ
て
い
る
。
『
百

は
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
の
信
濃
の
古
文
書
を
集
め
た

も
の
で
、
こ
れ
に
編
者
と
し
て
の
見
解
な
ど
を
加
え
た
も
の
と
い
う
。
『
洋

関
係
す
る
見

に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
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が
あ
り
、

作
者
で
歌
人
の
心
敬
に
、

こ
ま

,
9

9

 

あ
る
い
は

-, 

唄
L— 

ご
と
」

「
さ
さ
や
く
」

は

さ
ら
に

「
且
」

『
老
の
く
り
ご
と
』

も
あ
る
。

代
表
作
と
し
て

と
い
う
訓
み
が
あ
る
。

寛
経
は
こ
れ
ら
の
書
物

『
さ
さ
め
ご
と
』

（
連
歌
論
言
）

と
こ
ろ
で
室
町
中
期
の
連
歌

と
同
じ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
茸
」

「
囁
」

に
つ
い
て
は
、

の
な
か
に
も

「
百
合
」

八
月
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

葉
を
思
い
出
し
、

は
趣
を
異
に
す
る
。

と
に
つ
い
て
の
見
聞
を
思
い
出
す
ま
ま
に
記
し
た
も
の
で
、

寛
経
の
編
著
書
の
う
ち

暦
を
迎
え
た
寛
経
が
、
祖
父
雲
帯
の

こ
こ
の
（尉
ヽ
応
兄
ぴ
に
』
冗
ぴ
た
れ
、

き
残
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

寛
経
の
雅
号

「
百
合
舎
」

三
、

合
さ
さ
め
ご
と
』

自
序
の
部
分
で

は
ヽ

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

「
唄
言
」

を
冠
し
た
書
名
が
三
点
認
め
ら
れ
る
。

か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
書
名
の
う
ち

寛
経
自
序
に
よ
り
、

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

た
も
の
で
、
原
本
の
所
在
不
明
が
惜
し
ま
れ
る
。

『
上
田
之
早
苗
』

と

の
略
字
体
の
つ
も
り
で
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
記
し
て
い
る
が
、

前
述
の
編
著
書
類
な
ど

を
除
い
て
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

は
地
域
に
関
わ
る
古
記
録
や
伝
承
を
収
集
、

「
囁」

「
さ
さ
め

「
百
合
」

は
ヽ

安
政
三
年
(
-
八
五
六
）

地
域
に
か
か
わ
る
遠
き
昔
の
有
様
を
子
孫
の
た
め
に
書

他
の
も
の
と

そ
れ
は
主
義
・

主
張
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
還

（

い

）

（

I
）

「
我
ら
幼
年
の
時

よ
り
思
ひ
見
れ
は

、

（

ぺ

）

そ
を
見
る
へ
く
思
ふ
」
と
い
う
言

は
、
寛
経
が
地
元
の
こ

な
お
そ
れ
以
外
は
、
『
百

編
述
し

「
黒
は
ば
き
十
二
人
を
領
し
」

（
笹
屋
）

い
う
も
の
が
所
持
し
て
い
た
が
、

〔
牢
屋
入
口
〕

こ
と
が
で
き
る
。

し
て
自
著
を
あ
げ
て
い
る
。

持
し
て
い
る
。

天
正
八
年
三
月
九
日
付
真
田
昌
幸
文
言
を
引
用
し
、

〔
上
田
城
創
建
〕

と
な
る
。

の
間
に
あ
り
、

以
下
そ
れ
ら
の
内
容
の

一
端
に
触
れ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

0

そ
の
他

容
概
略

」

な
い
。

な
わ
ち

て
い
た
時
期
の
通
行
口
で
あ
る
、

牢
奉
行
仙
石
家
臣
間
中
与
左
衛
門
と
い
う
人
が

今
は
民
之
助
（
蔦
屋
）

牢
屋
へ
の
通
路
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
真
摯
な
学
問
的
姿
勢
を
知
る

ま
た
こ
れ
に
つ
い
て
は

聞
し
た
こ
と
を
、

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

0

衣
食
住
・
風
俗

上
田
築
城
の
時
期
に
つ
い
て
、
高
野
山
蓮
花
定
院
の

0

信
仰
・
祇
園
祭
礼

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。

「
さ
さ
め
ご
と
」

゜

「
さ
さ
め
ご
と
」

叶
屋
清
右
衛
門
屋
敷
で
元
善
太
と

『
上
田
早
苗
』

こ
れ
を
大
ま
か
に
分
け
て
み
る
と
、

そ
の
内
容

一
覧
す
る
た
め
の
便
宜
を
考
え
て
別
記
の
よ
う
な

に
は
目
次
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
し
、

を
作
成
し
た
。
表
紙
を
別
に
し
て
わ
ず
か
に
二
五
丁
で
あ
る
が
、

0

上
田
城
・
城
主
・
屋
形

0

城
下
町
・
町
屋
敷
年
貢
・
伝
馬
・
戸
ロ
・
市
場

か
は
極
め
か
ね
る
が
、

後
者
が
訓
ん
で
自
然
で
は
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
百
合
」

と
し
て

と
孫
右
衛
門

に
記
し
て
あ
る
と

天
正

す
な
わ
ち
寛
経
の
、

大
し
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
声
を
ひ
そ
め
て
語
る
、゚

「
さ
さ
め
こ
と
」

一
年
説
を
支

「
内

見
出
も か す 見
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み
な
珍
し
が
っ
た
。
そ
の
頃
は
、

し

ゅ

う

る

し

び

ん

み

ず

た

ら

い

あ
り
内
側
が
朱
漆
に
な
っ
て
い
る
製
水
盟
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

た
の
で
、

こ
れ

（
金
兵
衛
寛
備
）
が
藩
の
用

き
ゃ
ら

そ
こ
で
流
行
し
て
い
る
伽
羅
の
油
を

「
こ
れ
は
に
れ
に
替
て
髪
に
つ
く
る
物
な
り
」
と
説
明
し

う
ち
だ
し

磁
器
や
銅
製
で
打
出
模
様
が

こ
の
点
に
つ
い
て
元
禄
期
の
原
町
問
屋
日
記
を
み
る
と
、

年
寄
役
に
は
六
人
が
任

そ
の
た
め
問
屋
か
ら
奉
行
に
直
接
連
絡
し
、

か
ら
中
期
、

記
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
髪
結
の
部
分
は
、

聞
い
て
い
る
、

は
厳
重
に
禁
止
さ
れ
た
が
、

山
里
ま
で
村
ご
と
に
髪
結
所
は
あ
る
。

人
い
て
、

て、

そ
し
て
後
期
へ
と
変
化
す
る
様
子
が
よ
く
集
め
ら
れ
て
い
て
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
が
、

と
あ
る
。

こ
う
ず
け
と

上
野
砥

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

（
上
州
産
の
砥
石
）

近
世
前
期

持
っ
て
き
て
、

の
う
ち
の
あ
ち
こ
ち
に

事
で
加
州
金
沢
へ
行
っ
た
と
き
、

〔
髪
結
〕

今
で
は
ま
た
元
通
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

ほ
ぼ
事
実
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

天
保
の
改
革
で
は
村
方
の
髪
結
所

命
さ
れ
て
い
た
。

行
っ
て
用
事
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

髪
結
に
髪
を
結
っ
て
も

ざ
い

今
で
は
在
の

奉
行
も
折
々
問
屋
に
や
っ
て
き
た
。

若
い
頃
に
は

て、
[
仙
石
期
町
奉
行
]

う
も
の
も
な
く
、

鍛
冶
町
に
髪
結
が

な
っ
た
。

海
野
町
か
ら
髪
結
が
き
て
い
た
。

ご
よ
う
が
よ
い

御
用
通
な
ど
で
許
可
が
あ
る
と
、

か

ご

か

み

そ

り

の
籠
に
剃
刀
・
砥
石
・
櫛
を
入
れ

雲
帯
の
話
で
は
、

昔
は
髪
結
と
い

伝
承
は
、

今
に
伝
え
る
こ
と
に

は
寛
経
の
若
い
頃
（
文
化
期
）

ま
で
原
町
に
は
な
く

色
の
行
纏
は
何
を
象
徴
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の

る。

町
手
代
は
い
な
か
っ
た
。

失
な
わ
れ
か
け
た
事
実
を
思
い
起
こ
し
、

「
行
纏
」

所
黒
行
纏
、

雲
帯
が
子
供
の
頃
、

は

「
は
ば
き
」

小
頭
大
森
平
助
、

そ
の
父
親

町
年
寄
は
五
日
ご
と
に
奉
行
所
へ

仙
石
氏
時
代
の
上
田
藩
で
は
町
奉
行
が
二
人
い

と
訓
み
、

人
数
十
七
人

（
下
略
）
」

後
の
脚
絆
に
相
当
す
る
。

黒
い

れ」

の
刺
し
た
も
の
を
着
て
き
た
が
、

は
全
く
見
な
く

も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

之
助
と
笹
屋
孫
右
衛
門
の
間
に
牢
屋
へ
の
通
路
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

れ
よ
り
南
寄
り
の
叶
屋
万
次
郎
と
伊
藤
源
右
衛
門
の
境
に
小
路
の
よ
う
な

籾
三
〇
俵
三
人
扶
持
の
中
級
家
臣
と
し
て
認
め
ら
れ
、

化

一
三

年
の
原
町
屋
敷
割
図

あ
っ
た
が
、

い
る
。

ま
た
間
中
与
左
衛
門
は
仙
石
政
明
家
中
分
限
帳
に

（図
1

)

で
み
る
と
、

通
路
が
変
っ
た
と
い
う
記
録
は
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

上
田
城
下
の
牢
屋
は
原
町
中
程
の
西
裏
、

も
記
さ
れ
て
い

同
分
限
帳
に

「
会 そ

原
町
西
側
の
蔦
屋
民 文

七
軒
町
の
突
当
り
に

い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
山
里
に
ゆ
け
ば
、

み
ご

し
た
籟
（
わ
ら
し
べ
）
と
櫛
を
提
げ
て
お
き
、
毎
朝
野
山
に
出
て
ゆ
く
と

く
し
け
ず

櫛
で
髪
を
杭
り
、
贖
で
結
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

お
さ

（
旧
長
村
、

洗
馬
（
真
田
町
）

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

髪
結
所
（
床
場
）

今
（
安
政
期
）

て
や
っ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
父
寛
満
の
い
う
こ
と
に
は
、

皆
お
互
い
に
髪
結
・
月
代
は
し
あ
っ
た
も
の
で
、

ら
う
と
人
並
で
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

か
ら
く
る
大
方
の
人
は 文
化
の
頃
（

一
九
世
紀
始
め
）

さ
し
も
の

「
指
物
」

と
呼
ば
れ
る

前
（
天
保
末
）

に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

ま
で
は
、

（

綴

）

「
つ
ゞ

い
出
す
の
は
大
日
向

お
な
わ

つ
も
苧
縄
（
麻
縄
）

き、

で
髪
を
束
ね
馬
を
曳
い
て
き
た
が
、

現
真
田
町
）

に
れ

に
水
を
入
れ
楡
の
根
を
浸
し
て
お
い
て
、

四、

五
年
も

の
常
八
と
い
う
男
で
、

し）

寛
経
が
思

門
口
に
塩
水
を

櫛
の
歯
に
付
け
て
髪
を
結
っ
て
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か
り
た。 べ

て

（
約
三
e

m

)

の
竹
を
ち
ょ
っ
と
削
っ
た
も
の
に
、

半
弓
と
い
う
の
は
、

長
さ
―
二
尺
ば
か
り

は
文
化
・
文
政
の
頃
ま
で
だ
っ
た
ろ
う
か
。
今
は
み
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

「
半
弓
・
羽
子
板
・
ま
け
て
や
る
ぞ
や
」

（
約
九

一
C

m

)

、
巾

一
寸
ば

ご

ふ

ん

す

お

う

胡

粉

墨

・

蘇

芳

と
い
っ
て
売
っ
て
い
た
の

町
の
子
供
た
ち
が
戸
板
の
上
に
並

で
は
見
え
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

模
様
を
指
し
縫

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

近
頃
ま
で
見
か
け
た
も
の
の
、

今

花
足
袋
と
い
う
の
は
、

足
袋
と
い
う
も
の
を
売

っ
て
い
た
、

あ
か
ね
も
め
ん

茜
木
綿
あ
る
い
は
黄
色
や
黒
の
小
足
袋
に
白
糸
で

暮
の
市
に
は
、

る。 ない
が
、

図10 小松屋和右衛門の店先、看板に伽羅之油。

し
か
し
近
頃

上
田
藩
の
足
軽
衆
の
妻
な
ど
が
綿
帽
子
を
か
ぶ
り
、

を
通
り
抜
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ひ
と
ご

て
人
込
み
の
中
に
立

っ
て
い
る
と
、

海
野
町
へ
行
く
と
き
も
同
じ
こ
と
で
あ

っ
た、

自
分
が
思
う
通
り
に
歩
く
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
と
覚
え
て
い

（
安
政
期
）

松
本
で
で
き
た
半
弓
や
羽
子
板
を
、

ヽ
~

゜

と
し
ぅ

さ
れ
て
行
く
と
は
な
し
に
出
て
い
っ
て
し
ま
う
。

町、

と
老
人

で
は
、

寛
経
の
幼
な
い
時
も

、

境
町
と
も
い
う
、

の
話
で
は
、

〔
市
場
〕

そ
の
よ
う
な
涅
雑
は
さ
ら
に
な
い
。

非
常
な
混
雑
で
、

年
の
暮
の
市
に
つ
い
て
、

鑑
』
に
み
ら
れ
る

（
雲
帯
か
）

原
町
と
海
野
町
の
間
）

（

図

1

0

)

。

も

一
般
化
す
る
実
態
は
、

貴
重
な
記
録
と
い
え
る

。

は
言

っ
て
い
た
。

そ
れ
程
で
は

横
丁

花

順
々
に
押

原
町
に
向
っ

（
西
の
横

父
寛
満

『
諸
国
道
中
商
人

伽
羅
の
油
が
上
田
で

半
弓
・
羽
子
板
が
松
本
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
、

の
身
分
隠
し
で
は
な
か
ろ
う
か
。

何
故
綿
帽
子
を
か
ぶ

っ
た
の
か
。
単
な
る
暖
房
用
と
は
思
わ
れ
ず
、

る。

足
軽
の
生
活
実
態
の

一
端
が
う
か
が
え
る
。

足
袋
と
い
う
も
の
を
作

っ
て、

て
い
る

。
重
要
な
の
は
、

上
田
藩
の
足
軽
の
女
房
た
ち
が
内
職
と
し
て
花

購
入
が
次
第
に
日
常
化
し
た
こ
と
を
示
し
、

に
そ
れ
程
で
は
な
く
な
っ
て
ゆ
く
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
も
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。

ま
だ
み
て
い
な
い
。

か
ら
朝
に
か
け
て
開
か
れ
る
ほ
ど
賑
や
か
に
な

っ
た
と
い
う
が
、

ま

っ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
る

。

経
の
幼
い
と
き
に
は
、

こ
の
市
も
あ
る
か
な
い
か
の
よ
う
に
廃
れ
て
しよい宵

り
に
作
る
棚
へ
飾
る
品
々
）

く
の
に
つ
い
て
い

っ
た
が
、

町
の
子
供
が
売
っ
た
と

と
こ
ろ
で
女
房
た
ち
は

暮
の
市
に
売

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

貨
幣
経
済
の
浸
透
を
物
語
っ

こ
れ
は
物
品

ま
ず
暮
の
市
の
賑
い
が
、

次
第

自
分
は

と
こ
ろ
が
安
政
の
始
め
頃
に
復
活
し
、

は
こ
こ
で
全
て
済
ま
す
こ
と
が
で
き
た
。

大
変
賑
や
か
で
、

（

財

）

（
「
銭
賎
布
の
事
」
、
陣
吉
）

ぽ

ん

だ

な

よ

う

盆
棚
の
用

一
種 寛

（
七
月
の
魂
祭

祖
父
雲
帯
の
言
う
に
は
、
幼
年
の
こ
ろ
七
月

先
の
朝
市
に
若
い
衆
が
甚
吉

綺
麗
に
な

っ
て
い
る
。

羽
子
板
と
い

っ
て、

四
日

（
旧
暦
）

（

担

）

を
か
た
げ
て
行

の
大
手

桐
板
に
絵
を
描
い
た
も
の
や
押
絵
の
あ
る
も
の
な
ど

り
込
ま
れ
て
い
て
、

は

ま

ゆ

み

今
は
破
魔
弓
も
美
を
尽
し
た
も
の
だ
し
、

羽
子
板
は
江
戸
羽
子
板
と
か
京

裏
は
小
紋
の
地
に
大
黒
天
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
う

。

羽
子
板
は
大
小
あ
っ
て
、

表
は
内
裏
雛
の
よ
う
な
人
形
が
指
し
向
い
で
摺

な
ど
を
色
ど

っ
た
も
の
で

、
弓
と
は
見
え
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た。
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連
の
あ
る
こ
と
を
分
る
よ
う
に
し
た
。

同
じ
話
題
が
繰
返
え
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

見
出
に
は
本
書
の
頁
数
を
示
し
た
。

見
出
の
う
ち
内
容
が
多
様
な
も
の
は
．
を
付
し
、

見
出
に
は
整
理
の
た
め

1
S
3
2
の
番
号
を
冠
し
た

。

を
付
け
て
整
理
し
、

い
て
、

見
出
も
な
い
。

本
書
に
は
目
次
が
な
い
。

大
き
い
。

な
い
。

お
り
、

そ
の
後

合
せ
て
索
引
の
代
り
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
内
容
の
概
略
を
示
す
た
め
、

ま
た
内
容
は
、

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』
内
容
概
略

全
体
と
し
て
短
い
記
録
で
あ
る
が
、

盆
の
市
に
つ
い
て
も
栄
枯
・
復
活
が
あ
る
こ
と
、

（
天
保
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
）

板
に
な
っ
た
と
い
う
。

る
こ
と
な
ど
、

の
実
地
学
習
の
風
習
を
告
げ
て
い
る
。

い
う
記
録
も
重
要
で
あ
る
。

一
部
・
ニ
部
と
付
し
て
、
関

小
見
出
を
示
し
た
。 見

出

思
い
出
す
ま
ま
に
記
さ
れ
て

引
き
出
せ
る
も
の
は

松
本
と
の
交
易
を
語
り
、

（

陣

）
「
甚
吉
」

松
本
の
押
絵
雛
の
発
生
お
よ
び
流
布
を
考
え
さ
せ
て
、

が
み
ら
れ

興
味
尽
き

は
破
魔
弓
と
江
戸
や
京
の
羽
子

羽
子
板
の

一
部
は
押
絵
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て

そ
れ
が
化
政
期
頃
ま
で
で
廃
り
、

商
家
の
子
供
た
ち
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河
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•
新
四
国
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25 

・
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の
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屋
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町
奉
行

25 
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町
浄
念
寺
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・
・

'
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.

.
 25 

9
下
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田
新
池

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 25 

1
8
祐
玄
の
話
ー
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一
部

ー

31 

8
藩
主
屋
形
焼
失

25 

・
結
納

7
城
主
変
遷

．
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．

．
．
．
．
．
．

．
．
．
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24 

婦
人
の
衣
服

6
伝
馬
・
伝
馬
屋
敷

・
・

22 

帯

5
町
屋
敷
年
貢

．
．
．
．

．．

．
．
．

．
．
．
 
22 
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衣
服

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
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4
秋
和
の
旧
地
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・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
常
田
・
土
橋
・
柳
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・
祭
礼
の
帷
子

3
城
下
町
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・・

・・

22

．
牢
屋
・

黒
は
ば
き

・
常
田
・

房
山
の
獅
子
踊

・
笠
町
ー
第

一
部

I

•
海
野
町
・
堺
町
・
横
町

・
附
屋
台

・
ニ
枚
舞
台

・
若
者
仲
間
揃
羽
折

・
常
田
・

房
山
の
だ
し

・
提
燈
・
高
張

・
ね
り
仕
掛

願
行
寺
な
ど
旧
跡

・
尼

ヶ
渕
の
城

（

異

称

）

小
供
狂
言

・
笠
鉾

2
 
「
上
田
城
創
建
之

事
」

19 

16
祇
園
祭
礼

．
．
．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
 
27 

ー

「明
言
序
」

19 

15
洗
湯

．
．
．
．

．
．
．
．

．．

．
．
．

．． 

27 
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浦
野
の
市
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・
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繁

花

34 

花
た
び
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暮
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市
I

第
二
部
ー

34 

28
盆
の
朝
市
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

34

27
年

の

暮

の

市
I

第
一
部
ー

33 

・
赤
き
紙
の
六
字
名
号

26
墓

石

33 

・
普
請
・
遷
宮

25
秋

薬

宮

．
．．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 33 

24
享
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七
年
町
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戸
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23
加
賀
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．
．
 
32 

22
御

本
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．
．
．
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．
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．
．
．
．
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・
赤
角
豆
め
し

・
祐
玄
の
履
歴

・
紗
綾
の
帯
I

第
二
部
ー

・
笠
町
ー
第
二
部
ー

・
道
の
縄
張

•
五
輪
の
販
売

・
混
雑
の
様
子

・
半
弓
・
羽
子
板

21
祐

玄

の

話

I

第
二
部
ー

・
奉
喰

32 

・
市
郎
の
没
年

•
山
神
講

・
ね
だ
・
雪
隠
の
戸

・
髪
月
代
ゆ
い

・
ね
り
物
・
雛
椿
え

32
横
町
市
郎
の
こ
と

34 
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『百合ささめごと』表紙

合
ダ
ー
て
和
り
t
危
よ
了
1

了
象
ぶ

i
§
砕
含
け
乏
t
々
も
ァ
ぇ
み
令
咳
i

令
知
名
か
↓

ぅ
~
＼

y

9

ふ
沙
う
ー
、
多
→
~

偲
含
よ
令
ふ
双
伐
£
忍
‘、

虐

・

言

叉

紗

ず

向

賓

‘

倉
ら
芯
名
も

喝
含
・
乃

吋
矯
稔
了
雀
行
守
内
ふ
養
そ
令
空
よ
；
鬼

綽
序
労
賢
ゃ
り
f
予
う
が
入

キ
9

汲
ぎ

‘
含
そ
弁
に
ふ
~
弁
ふ
t
か
招
哀3

頗
朽
社
り
と
惹
哀
呈
氏
翡
慇
畠
床
な
麿
ふ
氏

ぇ
尼
含
｀
ゾ
す
ぃ
必
唸
妙
？
ハ
3

令
捻
全
示
令
人
十
哀

土
亨
『
虐
f
イム
面
3

？
~
ハ
（
か

念
賃
1

て
奇
ぶ
を
わ
ー

令
『
年
冗
そん
翌
咋
ぷ公
1
差
の
｀
咆
み
ら
1

長
畜
轟
慇
晶
5．
髯
忍
患
撃
合
ふ
贔
嗜
こ
喜
冨
冒
覧
嘗
蔓
詈
贔

伶
考
Q
む
ふ
↓
令
を
名

7
号
苔
広
き
そ
ん

序文
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九
難
し
い
語
句
に
付
け
た
註
は
、
後
へ
ま
と
め
た
。

八
割
書
は
、

七
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
つ
け
た
。

六 五

便
宜
、

--—, 
句
読
点
「
、
」
並
列
点
「
．
」

踊
り
字
「
A

」

変
体
仮
名
は
、

し—

の
中
に
一
行
に
書
き
直
し
右
肩
に

「
／
＼
」

旧
か
な
づ
か
い
は
、

凡

を
付
け
た
。

な
ど
は
使
わ
ず
、

四
片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
が
、

例
外
と
し
て
副
詞
の

そ
の
ま
ま
に
し
た
。

ひ
ら
が
な
に
直
し
た
。

漢
字
は
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
を
用
い
、

例

く
り
か
え
し
書
き
加
え
た
。

「二」

は

読
み
に
く
い
漢
字
に
は

（
割
書
）

と
注
記
し
た
。

「に」

に
し
た
。

）
内
に
ル
ビ
を
付
け
た
。
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『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

（
表
紙
）
「
百
合
さ
さ
め
ご
と
」

明
言
序

（
か

わ

）

（

よ

ろ

ず

）

（
し
ゃ
し
）

（
2

)

（

し

し

）

（
3
）

時
移
り
星
換
り
ゆ
く
ま
ま
に
、
万
の
こ
と
奢
俊
に
う
つ
り
恣
陣
に
か
は
り
ぬ
る
は
、
世
の
あ
り
さ
ま
な
り
、

（
せ
い
き
）
（
5
）

れ
昇
平
の
御
代
既
に
三
百
年
に
近
く
、
耳
に
金
鼓
の
音
を
き
か
ず
、
目
に
椎
旗
の
色
を
見
ず
、
万
民
鼓
腹
の
楽
を
な
す
の
恩
頼
を

仰
ぐ
べ
く
尊
む
べ
き
な
ら
ず
や
、
祖
父
雲
帯
八
十
六
に
し
て
、
文
政
七
年
に
身
ま
か
ら
れ
し
が
、
老
の
後
今
は
世
に
望
も
な
し
、

（
く
せ
）

た
だ
廿
年
生
延
て
ん
欲
に
際
な
き
は
、
老
の
癖
よ
な
ど
笑
ふ
ら
め
ど
、
さ
な
ら
ず
、
我
ら
幼
年
の
時
よ
り
思
ひ
見
れ
ば
、

様
た
が
ひ
に
た
が
ひ
た
れ
、

（
い
さ
さ
か
）

孫
ら
が
為
に
聯
書
つ
け
ん
と
す
る
な
り
け
り
、

の
見
ん
こ
と
を
憚
る
の
み
、

上
田
城
創
建
の
事
、

張
と
い
ひ
、

そ
を
見
る
べ
く
思
ふ
と
い
は
れ
き
、

安
政
三
辰
八
月
中
旬

或
は
永
禄
元
年
山
本
勘
助
縄
張
、

解
読
文

同
十
二
年
町
割
夫
々
沙
汰
有
て
成
就
す
と
、

是
も
傍
よ
り
見
ば
笑
草
な
ら
ん
か
し
、
今
仮
に
見
聞
唄
言
と
名
づ
く
、

此
節

こ
こ
の

是
は
遠
き
昔
と
し
て
我
見
し
こ
と
を
も
又
聞
し
こ
と
を
も
、

子

た
だ
他
人

あ
る
ひ
は
天
文
年
中

一
徳
斎
居
城
を
上
田
に
う
つ
し
真
田
源
太
左
衛
門
縄

或
は
天
正
十
四
年
安
房
守
昌
幸
縄
張
と
い
ふ
、
皆
取
べ
か
ら
ず
、

(

9

)

 

一
故
家
秘
録
に
天
正
十

一
年
癸
未
歳
、
真
田
安
房
守
昌
幸
侯
自
分
縄
張
有
て
、

（
し
ょ
う
す
ぺ
し
）

尤
以
可
證
、

高
野
山
蓮
花
定
院
古
文
書
に
、

天
正
八
年
庚
辰
三
月
九
日
、
真
田
房
州
侯
證
書
あ
り
、

其
文
に
い
は
く
、

六
十
歳
花
囲

(

7

)

 

成
沢
寛
経

さ
は
い
へ
ど
、

こ
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あ
れ
ど
、

未
だ
げ
に
と
お
ぼ
ゆ
る
明
説
を
き
か
ず
、

真
田
郷
之
貴
賎
、

ず
し
て
し
ら
る
、

こ
れ
ら
の
沙
汰
、

尚
尋
ぬ
べ
し
、

又
新
屋
村
矢
鼻
山
を
伊
勢
崎
と
い
う
な
ど
、

於
高
野
山
宿
坊
之
儀
、
如
前
々
可
為
貴
院
候
、
恐
々
敬
白
、
と
あ
り
て
御
名
御
花
押
あ
り
、
こ
れ
に
依
可
考
、

天
文
永
禄
に
上
田
に
居
城
せ
ら
れ
た
ら
ん
に
、
此
時
真
田

一
郷
を
さ
る
べ
き
や
、
当
時
真
田
郷
に
閑
居
せ
ら
れ
た
る
言
を
ま
た

(

1

0

)

 

上
田
早
苗
に
つ
ば
ら
に
書
お
け
れ
ば
、
む
か
ひ
見
る
べ
し
、

上
に
い
へ
る
は
、
当
今
の
城
よ
り
西
、
今
松
立
の
所
、
蓮
池
な
ど
旧
地
也
、
今
時
も
捨
曲
輪
捨
堀
の
名
を
と
ど
む
、
此
城
、
慶
長

（
は

つ

ら

ん

）

（

割

甚

）

五
年
石
田
発
乱
関
ヶ
原
の
時
、
真
田
安
房
守
昌
幸
・
左
衛
門
佐
信
繁
「
又
幸
村
」
御
父
子
高
野
山
麓
久
度
山
に
蟄
居
の
時
、
城
城

（
割
甚
）

破
却
、
武
器
は
当
国
諸
大
名
へ
配
被
下
、
今
松
代
の
御
先
祖
真
田
伊
豆
守
信
幸
「
又
信
之
」
侯
新
に
上
田
を
賜
は
ら
る
、
さ
れ
ど

も
城
は
な
か
り
し
な
り
、
元
和
八
年
壬
戌
十
二
月
、
仙
石
兵
部
少
輔
忠
政
侯
上
田
に
移
ら
れ
、
真
田
家
は
松
代
に
転
ぜ
ら
る
、
此

後
に
至
て
仙
石
侯
の
願
に
依
て
、
元
和
九
年
細
川
越
中
守
忠
興
入
道
三
斎
の
縄
張
を
乞
、
翌
十
年
よ
り
土
木
の
功
を
初
め
ら
る
、
其

後
今
の
外
曲
輪
を
付
ら
れ
町
割
も
替
は
れ
り
と
言
、
其
時
寺
院
な
ど
を
も
引
移
さ
れ
た
り
と
な
り
、

此
城
築
る
の
時
、

両
村
獅
子
踊
は
初
ま
れ
り
、

子
八
月
十
九
日
悟
岳
宗
入
禅
定
門
、

さ
れ
ば
こ
そ
常
田
獅
子
踊
の
手
を
付
た
り
と
言
、
片
岡
助
兵
衛
墓
、
慶
安
元
戊

（
割
古
）

と
見
え
た
る
が
墓
所
石
神
「
シ
ャ
ク
ジ
」
に
あ
り
、
村
人
常
に
唱
ふ
る
所
な
り
、

(

1

2

)
 

以
て
永
禄
天
正
ふ
獅
子
を
踊
れ
り
な
ど
言
無
稽
を
破
る
べ
し
、

尼
ヶ
渕
の
城
と
い
へ
る
は
、

水
に
城
塁
を
損
ず
る
故
、

塁
下
に
尼
ヶ
渕
あ
れ
ば
い
ふ
な
り
、
往
昔
は
千
曲
川
の
急
流
こ
こ
を
流
れ
つ
れ
ど
も
、
寛
保
二
戌
満

堀
村
に
が
切
を
築
れ
た
れ
ば
、
今
千
曲
川
と
隔
た
れ
ど
も
、

松
尾
城
と
も
言
は
、
真
田
村
松
尾
城
を
移
さ
れ
た
る
よ
り
し
か
も
い
ふ
と
い
へ
り
、

伊
勢
崎
城
と
も
い
ふ
こ
と
は
、

伊
勢
山
戸
石
城
よ
り
言
う
つ
す
と
も
、

又
鷹
匠
町
勝
俣
様
御
屋
敷
と
も
申
、

（
加
箪
）
「
勝
俣
氏
切
通
ナ
リ
」

里
人
の
説
も

な
ほ
沼
と
な
り
て
其
名
を
と
ど
む
、

さ
も
有
ぬ
べ
し
、

往
古
大
手
御
番
所
裏
通
に
願
行
寺
有
之
と
も
申
、

此
屋
敷
は
西
側
北
の
端
な
り
、
実
さ
も
有
し
と
や
、
其
近
辺
に
て
五
輪
を
掘
出
す
事
折
々
有
と
ぞ
、

勝
俣
氏
向
正
木
氏
表
塀
の

こ
れ
を

-20 -



右
衛
門
間
、
今
上
町
・
中
町
と
唱
境
」
、

也
と
も
い
へ
り
、

此
尊
霊
顕
あ
ら
た
な
り
と
き
け
り
、

又
鷹
匠
町
よ
り
八
軒
町
辺
、

い
へ
り
、

大
手
、

牢
屋
入
口
は
、

い
つ
の
頃
こ
こ
に
移
し
け
ん
、
追
て
た
づ
ぬ
べ
し
、

月
窓
寺
旧
跡
な
り
と
も
い
へ
り
、

大
手
松
平
様
御
屋
敷
、

大
手
北
御
堀
東
岸
に
道
あ
り
て
、

願
行
寺
跡
と
も
言
、

年
に
も
成
べ
か
ら
ん
か
、

今
の
牢
屋
「
民
之
助
・
孫
右
衛
門
間
」

住
居
た
る
節
の
通
用
口
な
り
、

敷
石
の
長
く
見
ゆ
る
は
石
棺
な
る
由
、

通
用
口
は
、

小
松
屋
和
右
衛
門
の
地
、

(

1

5

)

 黒
は
ば
き
十
二
人
を
領
し

近
頃
迄
本
の
ま
ま
な
り
し
が
、

願
行
寺
は
旧
地
今
も
海
野
新
田
に
有
て
、

（

割

甚

）「
源
七
•
清

と
槌
に
聞
り
、

廿 小

寺
に
年
貢
を
収
む
と

今
も
土
手
に
建
た
る
古
物
石
燈
篭
の
顕
し
た
る
六
地
蔵
尊
は
、
其
余
波

昔
は
堀
無
之
、
松
立
の
所
さ
さ
や
九
郎
左
衛
門
旧
地
と
い
へ
り
、

此
笠
町
と
い
ひ
し
は
、

笠
縫
有
し
故
な
り
と
ぞ
、
今
も
其
笠
縫
の
後
胤
な
り
と
、

御
堀
の
あ
た
り
に
笠
町
と
申
有
之
、
レ

あ
わ
め
い
ふ
人
も
あ
り
、

此
笠
町
有
し
も
、
寛
永
初
年
御
城
縄
張
の
時
移
さ
れ
た
り
や
、
片
羽
町
に
て
な
ど
あ
る
は
、
真
田
侯
の
時
な
り
、

（

わ

き

ま

｝

を
弁
へ
ず
、

（

加

筆

）

田
町
に
笠
屋
敷
と
唱
て
「
五
軒
有
」
今
通
行
の
付
人
を
当
る
あ
り
、
是
も
笠
縫
の
居
し
家
に
や
尋
ぬ
べ
し
、

（

加

筆

）

（

げ

じ

き

X13
）

（

よ

り

）

「
此
笠
屋
敷
は
売
買
も
下
直
な
り
と
、
又
大
罪
の
者
あ
り
て
江
戸
ん
其
懸
り
の
来
る
時
は
、
笠
屋
敷
に
止
宿
さ
す
る
と
言
」
、

（

割

占

）

又
松
原
と

言
所
辺
に
「
松
原
と
は
、
北
の
御
堀
西
側
片
側
な
る
所
を
い
ふ
」
秋
わ
村
~
伊
勢
宮
引
移
ス
と
、

叶
屋
清
右
衛
門
屋
敷
、
元
善
太
と
申
者
持
居
、

間
口
弐
間
外
壱
間
程
の
所
、
牢
屋
通
ひ
道
の
よ
し
、

御
家
中
通
用
は
其
所
を
通
り
し
な
り
、
享
保
十
五
庚
午
年
大
火
の
節
迄
は
、

（

な

ど

）

松
屋
和
右
衛
門
裏
よ
り
牢
屋
へ
道
有
之
、
科
人
杯
通
行
、

（

お

よ

そ

）

御
堀
東
岸
追
々
蔵
・
物
置
建
出
し
、
今
は
凡
御
堀
を
境
と
す
、

願
て
御
堀
際
迄
塀
を
建
た
り
、
今
も
可
見
顕
證
な
り
、

（

後

箪

）

（

1

4

）

牢
奉
行
「
仙
石
家
臣
」
間
中
与
左
衛
門
と
言
人
、

山
田
篇
軒
先
生
の
語
も
有
し
、

何
れ
な
る
事

蔵
も
な
き
趣
、
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馬

廿

五

疋

囲

馬

八

疋

馬

代

壱

疋

に

付

金

三

両

宛

紺
屋
町
染
役
何
れ
も
御
免
、

海
野
町
立
初
八
、

横
町
は
、

当
今
堀
村
杯
の
様
子
に
て
、

常
田
は
河
原
に
有
之
、
其
後
当
時
の
処
へ
引
申
候
由
、
時
代
追
て
尋
ね
し
る
す
べ
し
、

土
橋
角
「
房
山
へ
曲
ル
」
に
、
大
き
な
る
六
角
の
井
桁
有
之
、
宝
暦
年
中
迄
あ
り
し
様
覚
ゆ
、

柳
西
の
川
端
に
処
々
有
し
よ
し
、
蛭
沢
の
な
が
れ
も
紺
屋
町
南
側
の

裏

へ
流
る
、

柳
町
は
芝
間
に
て
道
三
筋
有
之
、

レ

裏
の
所
は
蔑
原
と
い
へ
り
」
、

天
保
十
三
宜
六
月
十
日
洪
水
の
時
、

へ
出
る
と
覚
、

秋
和
村
役
人
物
語
、

元
文
二
丁
巳
正
月
廿
六
日
、

寛
政
五
癸
丑
年
、

柳
町
へ
御
伝
馬
被
仰
付
候
、

二

町
御
奉
行
村
上
左
兵
衛
様
書
上

但
し
田
町
は
御
訴
訟
申
御
聞
済
に
相
成
、

九
軒
の
節
は
お
も
ひ
お
も
ひ
南
側
に
て
日
請
よ
き
方
に
口
を
明
、

小
窓
ん
わ
ら
ぢ
．
杖
提
置
し
由
、

往
来
の
方
口
無
之
家
も
御
座
候
由
、

旧
川
筋
水
押
入
て
顕
然
た
り
と
ぞ
、
実
に
今
も
川
筋
と
見
ゆ
る
処
通
り
て
あ
り
、

真
田
様
御
代
は
今
の
村
地
に
あ
ら
ず
、

玄
佐
山

南
方
に
有
し
を
、
御
城
出
来
に
付
往
来
へ
家
建
可
致
屋
敷
年
貢
御

（1
6

)

（原）

免
被
下
趣
に
て
引
越
、
農
業
い
た
し
来
候
処
、
仙
石
様
御
代
は
御
沙
汰
な
か
り
し
が
、
当
御
上
~
篠
恵
又
右
衛
門
様
御
調
に
て

屋
敷
年
貢
被
仰
付
、
又
右
衛
門
様
御
書
付
も
出
候
由
、
常
田
も
此
同
様
の
振
合
な
る
べ
く
覚
ゆ
、
宝
永
三
年
丙
辰
年
也
、

此
時
、
鍛
冶
町
・
紺
屋
町
・
東
西
田
町
屋
敷
年
貢
於
御
会
所
山
本
市
右
衛
門
様
仰
渡
さ
る
、
此
外
踏
入
・
常
田
・
房
山
・
山
ロ
・

西
脇
・
鎌
原
・
新
町
・
生
塚
・
諏
方
部
・
秋
和
・
小
泉
・
保
野
・
別
処
•
吉
田
新
田
屋
敷
同
断
被
仰
付
、
鍛
冶
町
鍛
冶
役
、

堺
町
、
当
時
肴
屋
多
く
有
之
処
は
家
屋
敷
裏
に
候
へ
ば
、
雪
隠
杯
有
之
由
、

（
あ
る
い
は
）

（

い

ず

し

）

（

う

し

な

い

）

或
御
家
中
人
の
説
に
、
出
石
よ
り
小
荷
駄
馬
を
曳
来
た
る
も
多
く
て
、
失
を
彼
処
に
捨
た
れ
ば
、

（
割
甚
）
「
今
瀧
兵
衛

其
頃
馬
捨
場
と
い
ひ
し
と
、
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問
屋 三
軒

五
軒

附
人
屋
敷

弐
拾
六
軒

裏

町

に

て

人

足

役

屋

鋪

田

町

両
町
家
数
弐
百
八
拾
三
軒

内
御
伝
馬
屋
敷

肝
煎
屋
鋪

御
伝
馬
屋
鋪

百
弐
拾
五
軒

肝
煎
屋
敷

原
町

御
本
陣
弐
軒

五
軒

附
人
屋
敷

百
拾
五
軒

小
間
拾
八
間
三
尺

助
右
衛
門

小
間
拾
八
間
弐
尺
弐
寸

（

問

）

小
間
弐
拾
壱
軒
五
尺
五
寸

田
町
小
間
百
三
拾
間
五
尺
七
寸

小
間
五
百
八
拾
五
間
三
尺
八
寸

海
野
町
・
横
町

弐
拾
壱
間
弐
尺
七
寸

原
町
・
柳
町

原
町
・
柳
町

小
間
七
間
三
尺
五
寸
五
分

海
野
町

小
間
弐
拾
弐
間
弐
尺
九
寸
五
分

横
町
小
間
五
百
八
拾
六
間
四
尺
壱
寸
七
分

小
間
千
四
百
拾
三
間
三
尺
五
寸
七
分
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地
を
真
田
伊
豆
守
信
幸
侯
に
給
る
、

町
々
立
番
弐
万
千
弐
百
四
拾
人

(

1

7

)

 

夜
番
九
ヶ
処
在
明
油
料
凡
金
八
両
程

人
足
八
千
八
百
五
拾
人

寄
人
足
弐
千
五
百
人

町
番
所
九
ヶ
処

当
城
、

壱
ヶ
年
壱
万
弐
千
七
百
四
拾
四
人

（

マ

マ

）

天
正
十
年
壬
午
真
田
家
城
墨
を
築
る
る
よ
り
、
慶
長
五
年
に
に
及
て
城
破
却
せ
ら
れ
、
武
器
は
当
国
諸
侯
に
給
り
、

掃
除
番
昼
夜
五
千
六
百
六
拾
四
人

御
證
文
人
足
千
四
百
人

寄
馬
弐
千
五
百
疋

（

し

め

て

）

／
壱
万
四
千
八
拾
弐
疋

三
千
九
拾
疋

七

千

弐

百

六

十

疋

往

来

馬
壱
万
千
六
百
八
拾
弐
疋

凡
両
町
壱
ヶ
年

御
伝
馬

原
町
海
野
町
四
拾
八
軒

商
人
荷

三
拾
四
軒
七
分
五
厘

改
て
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節
振
舞
、

昔
は
家
ご
と
に
あ
る
こ
と
に
て
、

何
日
は
誰
、

と
客
の
誉
た
り
し
を
、
給
仕
に
出
て
覚
し
と
い
は
れ
し
」
、

に
平
八
と
い
へ
る
物
あ
り
て
、

仙
石
様
御
代
に
は
町
御
奉
行
御
両
人
、

町
手
代
と
申
無
之
問
屋
直
に
申
上
候
、
折
々
問
屋
へ
も
御
奉
行
御
出
被
成
候
趣
承
居
、

町
年
寄
五
日
宛
日
々
御
奉
行
所
へ
詰
、
御
用
筋
承
候
由
、
夫
故
六
人
被
仰
付
候
事
な
り
し
と
ぞ
、

祖
父
「
雲
帯
」
い
へ
ら
く
、
我
母
の
娘
入
せ
ら
れ
し
頃
は
、
乗
懸
馬
に
の
る
時
は
、
被
を
着
、
縮
面
の
し
ご
き
「
紅
・
紫
・
浅
黄
杯

（2
2

)

（
後
筆
）

染
分
」
に
て
つ
む
り
を
結
ひ
、
紫
の
革
足
袋
を
は
く
こ
と
と
ぞ
、
「
享
保
中
頃
也
」

(

2

3

)

能

同
袖
合
羽
を
着
て
通
り
し
に
、
町
の
え
い
衆
が
通
る
と
て
常
田
あ
た
り
に
て
門
に
出
、
見
し
こ
と
あ
り
き
と
、

(

2

4

)

 

正
月
節
振
舞
、
必
あ
り
し
事
な
り
、
其
時
酒
肴
、

凡
金
八
拾
六
両
集
り
御
堂
建
立
、

染
屋
村
下
常
田
新
池
、

浅
間
焼
天
明
三
年
癸
卯

小
細
工
出
来
、
落
雁
の
形
の
如
く
悔
花
片
喰
杯
の
形

し
て
せ

し
を、

（
て
い
ね
い
）

さ
れ
ど
膳
部
は
却
て
今
よ
り
は
町
暉
な
り
し
と
い
は
れ
き
、

巳
六
月
入
仏
、

享
保
廿

一
丙
辰
二
月
廿
四
日
方
三
月
十
七
日
迄
、

南
北
百
廿
間
廻
り
四
百
八
拾
間
、

享
保
十
五
庚
戌
方
寛
政
元
己
酉
迄
六
十
年
云
々
、

某
の
日
は
其
処
、

明
日
は
我
方
杯
、

田
作
の
煮
付
人
参
ひ
た
し
物
焼
味
そ
の
端
に
生
姜
を
片
て
お
く
、

田
町
浄
念
寺
に
て
四
十
八
夜
、

元
和
八
年
壬
戌
十
二
月
有
台
命
、
真
田
侯
松
代
に
移
り
、
仙
石
侯
従
小
諸
上
田
に
転
せ
ら
る
、

宝
永
三
年
丙
仙
石
侯
但
州
出
石
へ
御
移
り
、
当
御
領
主
従
出
石
上
田
へ
御
入
城
、

（
割
溢
）

上
田
御
屋
形
不
残
焼
失
、
享
保
十
五
庚
戌
十
二
月
廿
五
日
、
「
此
年
十
月
八
日
町
方
大
火
」
、

寛
政
元
年
己
酉
閏
六
月
十
四
日
昼
七
ッ
時
過
御
屋
形
焼
失

(

1

8

)

 

元
禄
年
中
か
の
御
家
老
中
御
詰
所
日
記
焼
失
云
々
、

人
足
壱
万
九
千
人
つ
も
り
、

年
々
日
も
定
ま
り
し
と
き
く
、

寺
裏
に
小
屋
懸
、

当
家
の
焼
味
そ
ば
格
別
な
り

西
国
三
十
三
番
観
世
音
札
納
、

天
明
八
戊
申
年

（割
世
）

「
其
頃
我
家
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を
浸
し
置
、
櫛
の
歯
に
附
て
は
髪
を
結
し
と
な
り
、

に
、
人
々
見
聞
も
せ
ぬ
物
な
れ
ば
、

に
な
り
ぬ
と
、

近
頃
夜
に
入
て
門
の
戸
明
、

に
は
遅
く
も
往
し
な
り
、

珍
し
か
り
し
と
言
れ
き
、

何
の
た
れ
御
祝
儀
な
ど
言
捨
て
、

我
等
幼
年
の
頃
も
必
あ
る
家
あ
り
し
、

短
く
、

(

2

5

)

 

其
頃
は
親
類
並
て
に
は
あ
ら
ざ
り
き
、
饗
も
い
と
い
と
事
そ
ぎ
た
る
事
に
て
、
酒
宴
は

（

う

ち

ゃ

わ

ら

）

男
士
は
謡
又
は
碁
・
将
基
・
双
六
な
ど
に
て
心
能
打
和
ぎ
し
事
な
り
、
又
婦
人
は
酒
少
し
有
て
、
日
の
う
ち
に
も
夜
喰

（
な
な
つ
ど
き
x26)

済
て
枕
を
出
し
、
豆
熟
煎
餅
い
で
て
老
人
は
枕
を
と
り
、
若
人
は
琴
・
三
味
線
弾
う
た
ひ
、
夜
更
て
帰
し
当
今
と
た
が
ひ
、
七
時

年
頭
・
五
節
句
な
ど
、

母
の
言
、

祖
父
言
、

れ
た
る
人
有
き
と
、

小
児
迄
も
必

一
刀
を
帯
す
事
な
り
き
、
今
日
暮
て
振
舞
に
往
事
の
様
な
り
は
て
し
は
い
か
に
ぞ
や
、

凡
昼
前
に
往
か
ふ
事
な
り
き
、

我
等
幼
年
の
頃
親
な
り
し
に
、

又
山
里
に
て
は
、

遅
け
れ
ば
今
頃
何
に
被
参
た
り
や
杯
言
込
た
り
し
と
ぞ
、

門
／
立
去
な
ど
は
何
事
ぞ
、

正
月
四
日
は
婦
人
の
年
始
と
て
、
地
赤
の
打
懸
な
ど
き
て
白
昼
あ
り
き
し
が
、
厳
敷
御
倹
約
よ
り
止
て
、
夜
中
に
往
事

（

後

筆

）「
按
、
寛
政
中
頃
白
川
侯
執
政
改
革
の
時
欺
」

御
用
向
に
て
加
州
金
沢
に
往
れ
、
事
有
て
帰
ら
れ
た
り
し
節
、

珍
ら
し
き
物
彼
地
に
行
は
る
れ
ば
持
越
し
と
て
、
伽
羅
の
油
を
取
出
し
、

こ
れ
は
に
れ
に
替
て

髪
に
つ
く
る
物
な
り
と
言
は
れ
し

此
伽
羅
油
練
初
し
此
辺
に
て
は
丸
子
幸
次
郎
、
其
後
嶋
や
吉
五
郎
な
り
と
ぞ
、
何
つ
斗
の
事
な
り
け
ん
、

（

ゆ

る

）

（

2

8

)

（

と

）

昔
髪
結
と
い
ふ
者
な
く
て
、
御
用
通
な
ど
の
免
し
あ
れ
ば
、
鍛
冶
町
に

一
人
髪
結
ふ
者
あ
り
て
、
上
野
砥
の
篭
に
刺
刀
・
砥
・
櫛

等
入
て
来
り
し
と
祖
父
い
は
れ
き
、

（

マ

マ

）

（

2

9

)

（

わ

）

親
の
い
は
く
、
我
等
ら
若
き
こ
ろ
は
、
皆
あ
ひ
に

髪
月
代
は
し
た
り
、
其
頃
た
れ
は
髪
結
に
ゆ
は
す
と
て
、

或
老
人
の
語
に
、
伽
羅
油
用
ゆ
る
人
の
許
に
、

す
き
片
を
貰
ひ
に
行
し
と
ぞ
、

（

並

）

人
井
な
ら
ぬ
様
に
言

其
こ
ろ
は
製
水
た
ら
ひ
と
て
三
か
か
る
物
の
磁
器
或
は
銅
の
打
出
模
様
あ
る
、
内
朱
漆
に
し
た
る
な
ど
有
て
、
夫
に
に
れ
の
根

（

さ

げ

）

み
ご
躾
塩
水
を
し
、
櫛
と
共
に
門
口
に
提
置
て
、
朝
ご

人
々
賀
に
来
る
、
其
時
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な
れ
り
、

と
言
へ
る
は
さ
も
有
べ
し
、

き
し
、

い
と
珍
敷
覚
え
き
、
今
は
拾
処
に
近
く
在
端
迄
有
様
に
な
れ
り
、

へ
り
き
、

（

づ

ヵ

）

と
野
山
に
出
る
時
櫛
け
り
り
結
な
が
ら
出
し
程
の
事
な
り
と
ぞ
、

（

た

ば

）

り
し
が
、
苧
縄
に
て
い
つ
も
髪
は
束
ね
置
た
り
き
、
今
は
十
四
、

（

割

甚

）

（

30）

文
化
の
頃
迄
も
、
洗
馬
よ
り
来
る
人
は
、
大
方
指
物
「
ツ
ツ
レ
ノ
サ
シ
タ
ル
ヲ
イ
フ
」

(

3

1

)

 

今
は
お
さ
お
さ
見
当
ら
ず
、

髪
結
処
、
我
若
か
り
し
こ
ろ
迄
、

天
保
の
度
御
改
革
の
時
、

り
の
ぞ
き
見
し
を
、

是
ぞ
湯
屋
と
い
ふ
物
な
り
と
聞
し
、

祖
父
遺
記
、
御
祭
礼
に
、

町
方
お
け
た
き
と
申
平
手
の
桶
に
盆
石
様
に
石
を
組
、

を
着
て
く
れ
ば
、
洗
馬
人
な
ら
ん
と
い

原
町
に
は
居
ら
ざ
り
き
、
海
野
町
よ
り
来
た
り
し
、
今
は
在
々
山
里
迄
村
ご
と
に
有
、
既
に

在
々
は
厳
敷
停
止
せ
ら
れ
し
も
、
今
は
元
に
復
し
た
り
と
聞
り
、

（

割

書

）

（

32）

洗
湯
、
寛
政
の
度
に
新
小
路
入
口
右
の
方
「
今
木
屋
弥
左
衛
門
材
木
置
場
所
」
に
在
し
が
、
す
る
人
な
く
て
、
柘
櫂
口
と
か
言

あ
た
り
朱
に
塗
た
る
が
朽
傾
き
て
、
薄
き
・
高
か
や
生
茂
り
、
実
画
に
か
け
る
化
物
屋
敷
の
状
な
り
し
を
、
幼
児
の
頃
板
木
よ

其
後
文
化
の
中
頃
に
や
有
け
ん
、

(

3

3

)

 

加
羅
沈
香
を
焼
、
女
形
の
か
つ
ら
懸
、
笠
鉾
に

(

3

4

)

(

3

5

)
 

井
出
る
と
、
笠
鉾
と
い
ふ
物
、
今
は
其
実
を
失
へ
り
と
志
摩
屋
甚
右
衛
門
い
へ
り
、
元
は
御
山
舞
台
に
青
龍
・
白
虎
の
鉾
あ
れ
ば
、
残

(

3

6

)

 

れ
る
朱
雀
・
玄
武
の
鉾
を
建
、
其
下
に
様
々
の
形
容
を
し
た
り
し
に
、
今
は
其
実
を
失
ひ
、

近
頃
迄
、

此
笠
鉾
借
屋
の
者
に
は
宛
て
ず
、
家
持
の
男
子
な
き
家
に
宛
つ
る
こ
と
な
り
し
が
、
今
は
借
屋
に
も
出
さ
す
る
事
に

寛
政
十

一
年
己
未
ま
で
は
、

祭
礼
に
小
供
狂
言
あ
り
し
な
り
、
祖
父
が
い
へ
ら
く
、
昔
は
絹
紅
又
あ
か
ね
木
綿
の
衣
裳
又
は
半
切

等
に
、
裏
は
木
綿
の
黒
を
付
た
り
、
夫
に
真
鍮
に
て
切
抜
し
家
紋
を
縫
付
て
き
る
こ
と
な
り
と
、
「
其
紋
い
づ
こ
に
か
有
し
、
見

出
し
置
べ
し
」

下
に
添
た
る
物
ば
か
り
に
な
り
た
り

同
じ
処
左
側
常
楽
寺
の
向
ふ
に
出

五
年
も
前
に
や
失
せ
た
り
け
ん
、

思
ひ
出
た
り
、
大
日
向
の
常
八
と
い
ふ
男
、

馬
曳
て
絶
ず
来
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屏
な
ど
に
も
た
せ
懸
た
り
し
、

時
ヽ

し、

（
と

な

）

さ
れ
ば
今
の
役
ね
り
と
唱
ふ
る
も
の
も
有
し
か
ど
、

形
ば
か
り
に
て
今
と
は
い
た
く
異
な
り
、
囃
子
も
後
に
張
出
し
を
し
て
、

勢
山
あ
た
り
よ
り
や
と
ふ
に
、
笛
・
太
鼓
位
の
こ
と
に
て
壱
貰
文
位
に
て
済
し
と
ぞ
、
此
港
に
、

(

3

7

)

 を
だ
巻
三
ツ
置
、
糸
を
繰
か
け
て
、

（
き
ん
と

き
E
3
8
)

今
の
附
屋
台
と
い
ふ
も
の
、
綿
屋
万
助
の
公
時
の
ね
り
よ
り
始
し
と
ぞ
、
其
頃
よ
り
歌
も
う
た
ひ
し
な
ら
ん
、

美
に
な
り
、
新
を
き
そ
ひ
奇
を
争
て
、

二
枚
舞
台
は
、

き
し
」
其
後
三
枚
舞
台
も
有
し
、

又
ね
り
出
る
と
て
、

近
隣
又
若
者
あ
ま
た
附
添
こ
と
は
、

（
マ
マ
）

間
揃
の
羽
折
に
て
出
る
杯
言
事
に
成
に
た
り
、

我
等
十
三
、

羽
折
き
る
者
な
く
、

に
な
り
し
な
り
、

し、

三、

（
割

嘗

）

（

し

ゅ

す
）

和
泉
屋
甚
三
郎
金
鶏
鳥
の
遷
よ
り
始
る
敗
「
此
時
よ
り
際
立
能
く
な
れ
り
、
鳥
の
羽
を
縮
面
・
朱
子
等
を
切
て
ふ

(

3

9

)

 

或
は
芸
者
の
衣
類
・
袴
を
揃
に
し
、
茶
瓶
を
華
や
か
に
し
て
持
す
る
様
に
い
た
る
、

四
の
頃
な
り
し
、

此
屋
台
、
追
々
華

（
へ
、
力
）

年
々
に
盛
に
な
り
、
囃
子
の
芸
者
も
江
戸
よ
り
来
集
ひ
、
立
テ
う
た
と
唱
ふ
来
た
る
程

文
化
の
頃
迄
は
、

凧
屋
徳
兵
衛
・
蔦
や
八
右
衛
門
寄
合
に
て
、

羽
折
を
着
る
者
少
な
か
り
き
、

其
已
前
は
前
髪
有
は
更
に
着
ざ
り
し
と
親
の
語
ら
れ
し
、

巣
帰
し
小
紋
の
木
綿
羽
折
す
べ
り
に
、
花
色
絹
少
し
付
た
り
、

夫
が
人
よ
り
い
と
能
く
て
嬉
し
か
り
き
、
今
は
木
綿
の
単

四
歳
の
児
よ
り
羽
折
き
る
こ
と
と
な
れ
り
、

常
田
・
房
山
の
だ
し
、
今
は
廿
人
乃
至
五
十
人
も
か
か
る
あ
り
、

我
ら
覚
る
ま
で
も
、

い
ま
は
さ
ら
さ
ら
無
き
事
に
な
れ
り
、

此
頃
迄
も
前
髪
あ
る
内
は
、

尤
い
づ
れ
も
手
重
に
な
り
た
り
、

さ
さ
ら
子
供
の
笠
、
昔
は
紙
張
な
り
き
、
今
は
絹
縮
面
を
は
り
、
殊
に
色
々
の
意
好
を
な
す
、
中
を
り
と
か
い
ふ
十
四
、

(

4

0

)

 

供
、
袖
な
し
の
割
羽
折
を
着
、
木
造
の
太
刀
は
く
者
は
今
も
残
れ
り
、

五
の
小

た
だ
手
に
棒
々
持
て
、
休
む
時
は
屋
祢
．

漸
近
処
四
、

蛋
気
楼
の
役
ね
り
出
し
時
、

三
輪
山
な
り
と
て
出
し
た
れ
ば
、
余
り
な
り
と
沙
汰
有
し
と
聞
、

（
ひ
と
え
）

我
等
単
羽
折
な
か
り

五
人
位
の
事
な
り
し
に
、

其

追
々
若
者
仲

あ
る
年
生
の
杉
の
樹
を
た
て
、

（
お
し
）

こ
れ
ら
に
て
推
は
か
る
べ 伊
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人
な
ど
の
、

桜
大
木
七
人
寄
合

一
弐
貫
八
百
文

一
壱
分
四
百
文

一
八
百
t
t
t
弐
文

祢
り
道
成
寺
、

或
人
、

つ
り
か
ね
に
女

出
る
見
物
人
に
も
、

大
八
車

扶
持
米
代

作
料
材
木
代

大

八

車

に

仕

大

工

作

右

衛

門

へ

渡

し

御
山
当
年
新
に
招
文
六
•
藤
三
郎
・
源
助
・
弥
兵
衛

宝
暦
六
年
丙
子
五
月
十
六
日
御
祭
礼

此
割
壱
人
前
百
廿
六
文
づ
つ

花
杉
原
に
て
切
、

五
月
五
日
御
祭
礼

か
く
古
き
振
を
い
ひ
聞
ケ
た
り
し
な
ら
ん
裁
、

問
屋
前
迄
帷
子
を
襲
来
り
て
、
余
人
の
袷
着
た
る
を
見
、

享
保
十
七
年
壬
子
家
記
、 上

田
の
御
祭
礼
は
帷
子
な
り
と
て
、

は
い
つ
も
帷
子
と
申
合
せ
た
り
と
ぞ
、

色
は
す
わ
う
に
て
い
ろ
ど
り
、

可
尋
、
レ
昔
は
御
祭
礼
多
分
五
月
節
句
な
り
し
か
ば
、

袷
綿
入
紋
付
な
き
も
有
る
に
よ
り
、
御
祭
礼

一
年
上
の
禍
事
に
よ
り
て
、
霜
月
あ
り
し
時
、
綿
入
の
上
に
帷
子
を
襲
し
と
ぞ
、
在
よ
り

ひ
に
出
せ
し
事
な
り
し
を
、
今
は
裏
町
迄
揃
に
そ
ろ
ひ
て
、

遷
に
揃
手
拭
を
配
り
、

屋
台
の
揃
挑
灯
、

同
高
張
な
ど
、

し
べ
は
赤
紙
よ
り
か
け
引
通
し
、

(

4

1

)
 

何
れ
も
帷
子
の
用
意
は
あ
り
し
か
ど
、

直
に
立
帰
り
、
綿
入
に
着
替
た
り
し
を
見
た
り
し
、

同
じ
く
帷
子
に
て
来
し
が
有
き
と
祖
父
が
語
れ
し
、

い
と
美
々
敷
成
に
た
り
、

も
と
は
無
り
し
な
り
、

揃
桃
灯
い
づ
れ
も
文
政
の
末
頃
始
り
し
か

宅
前
へ
献
ず
る
燈
篭
も
、

わ
り
竹
巻
付

田
楽
燈
篭
を
思
ひ
思

是
は
老
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江
戸
帰
の
足
軽
衆
が
買
た
り
と
て
徐
々
売
初
し
内
、

（
と
き
）

に
て
紛
が
出
来
、
弐
分
前
後
に
な
れ
ば
、
今
は
猫
も
杓
子
も
着
る
様
に
な
り
ぬ
、
我
等
廿
四
時
京
へ
登
る
に
、
彼
美
服
の
場
所

手
織
木
綿
も
似
付
し
か
ら
ず
と
て
、
始
て
仕
立
た
り
し
、
追
々
に
柳
川
の
す
き
や
綿
縮
杯
、
縮
面
と
見
ゆ
る
物
が
出
来
、

は
御
召
縮
面
と
な
り
、

其
頃
と
て
も
、

こ
と
な
り
し
、

夜
着
、

七
人
寄
合

後
わ
り
合
百
七
拾
弐
文
宛

我
ら
幼
年
の
頃
、

さ
も
有
べ
し
、

我
等
十
四
、

御
倹
約
厳
な
り
、

御
祭
礼
祢
り
仕
度
取
懸
り
、
柳
町
治
助
殿
・
土
橋
又
七
殿
・
治
兵
衛
殿
・
九
左
衛
門
殿
・

(

4

2

)
 

着
物
は
嬬
珍
の

婦
人
綿
服
裏
は
花
色
絹
、

絹
中
形
の
帯
は
や
り
、

帯
は
飛
八
丈
と
て
立
絹
横
太
折
糸
に
て
桐
生
よ
り
来
り
、

巾
半
に
て
帯
に
す
れ
ば
、
仕
上
て
金
百
疋
に
は
た
ら
ず
、

金
弐
百
疋
も
懸
り
し
、

五
の
頃
、

是
市
中
の
富
家
よ
り
始
め
、

下
女
迄
お
し
な
べ
た
る
様
に
覚
ゆ
、
其
後

（
ご
ろ
）

其
後
手
織
の
絹
帯
は
苦
し
か
ら
ず
な
ど
い
ふ
よ
り
、
桐
生
出
来
の
八
寸
五
紹
掻
切

を
切
落
し
、
手
織
の
様
に
用
ひ
し
よ
り
、
徐
々
京
虎
伯
の
帯
壱
両
弐
朱
位
な
る
が
用
ふ
る
様
に
な
り
し
に
、
前
々
い
へ
る
目
移
し

（も

っ

と

も

）

（

び

ろ

う

ど

）

に
は
、
尤
立
派
に
覚
し
、
夫
よ
り
次
第
次
第
超
過
に
至
り
、
織
物
は
勿
論
目
に
立
天
我
絨
な
ど
も
見
ゆ
る
様
な
り
、
婦
人
の
衣

服
、
美
濃
桟
留
「
是
は
天
明
京
都
大
火
過
美
濃
に
て
招
」
位
な
り
し
が
、
結
城
と
う
つ
り
、

（
割
魯
）
「
小
巾
の
嶋
縮
面
也
」
と
ま
で
な
り
ぬ
、

稀
に
結
城
嶋
ほ
し
と
言
人
有
し
か
ど
、

三
分
斗
と
覚
し
を
、

珍
し
か
ら
ぬ
物
と
な
り
き
た
り
、

結
納
又
は
娘
の
支
度
な
ど
は
、

其
内
出
物
に
て
弐
反
買
し
が
、

柳
町
治
助
殿
方
借
、
木
太
刀
、

九
郎
左
衛
門
殿
・
孫
助
殿
・
吉
左
衛
朋
殿
・
手
前
が
八
人
、

享
保
十
六
年
辛
亥
五
月
朔
日
、
今
日

壱
人
前
壱
分
百
文
宛

同
所
い
せ
や
ふ
借
、

出
し
は
竹
ぬ
き
五
郎
、

九
郎
左
衛
門
殿
所
に
て
招
、

木
綿
嶋
弐
分
弐
朱
、

此
後
い
か
に
成
行
ら
ん
、

夫
々
御
倹
約
に
叶
は
ぬ
物
栴
置
し
な
り
、

天
明
六
年
白
川
侯
御
執
政
の
御
令
の
侭
に
や
、

三
分
と
い
ふ
物
、

は
て

足
利

い
か
で
売
べ
き
杯
い
ふ

か
比
丹
柳
川
と
か
は
り
、

御
召
縮
面

全
本
八
丈
の
太
織
紛
也
、
壱

男
子
の
服
少
も
糸
い
ら
ず
麻
羽
折
也
、

是
は
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又
今
の
鴨
池
と
い
へ
る
端
に
榎
木
の
古
木
近
頃
迄
も
見
え
し
、

て
放
ち
置
し
が
、

し
と
し
、

移
り
、

川
辺
は
み
な
が
ら
、

黄
紋
縮
面
五
拾
四
、

て
紗
綾
の
帯
、

国
の
霊
場
を
移
し
、

普
通
の
結
納
は
、

五
匁
、

堀
ま
で
通
り
ぬ
け
し
事
も
常
な
り
し
と
ぞ
、

腰
帯
浅
黄
小
巾
縮
面
弐
朱
位
、

（

マ

マ

）

（

45）

新
小
路
昆
沙
堂
に
祐
玄
と
言
俗
入
、

一
向
宗
の
服
に
て
在
し
が
、
大
坂
者
に
て
浄
留
裡
を
語
り
し
、
夫
が
常
々
の
話
に
、
幼
年
の

(

4

6

)
 

頃
紗
綾
の
帯
は
い
と
よ
き
物
と
覚
、
結
し
時
は
自
慢
心
な
り
き
、
其
外
何
事
も
天
地
懸
隔
の
違
ひ
な
り
し
と
い
へ
り
、
大
坂
に
し

単
郡
仲
緞
子
「
壱
尺
六
守
巾
」
其
後
「
壱
尺
七
分
」
壱
尺
八
寸
と
広
く
な
り
、
糸
錦
と
て
金
入
織
よ
り
追
々
押

今
の
ご
と
く
な
り
た
り
、
其
時
分
、
安
物
の
納
結
巣
郡
「
桐
生
出
来
」
弐
分
位
、
紺
縮
面
花
色
絹
裏
t
t
t
四
、
五
匁
、
萌

(

4

4

)
 

絹
萌
黄
小
紋
む
く
柑
匁
前
後
、
白
無
垢
壱
分
弐
朱
位
い
づ
れ
も
雛
立
に
し
て
、
可
成
丈
安
直
を
よ

凡
弐
両
位
に
済
し
様
也
、
古
着
屋
に
は
仕
込
物
弐
百
も
三
百
も
招
置
て
有
し
、

今
の
ふ
り
と
併
考
ふ
べ
し
、
此
者
八
十
余
歳
に
て
、
文
化
の
末
死
し
た
り
し
、

海
野
町
に
住
居
せ
し
奈
良
屋
吉
右
衛
門
「
柳
沢
氏
に
幼
年
~
勤
め
を
り
て
店
を
出
」
御
所
村
の
人
也
「
安
永
八
年
の
生
れ
に
し
て
、

嘉
永
四
年
辛
亥
年
七
十
三
歳
没
、
今
の
半
蔵
養
父
」

ツ
よ
と
文
庫
机
押
片
付
、

先
立
し
童
よ
り
立
出
て
見
れ
ば
、

橋
場
よ

（

割

甚

）

り
車
坂
を
見
当
に
走
り
行
し
に
、
わ
れ
は
元
行
か
ね
て
な
か
ば
よ
り
帰
り
た
り
し
、
後
に
聞
ば
、
弁
天
前
の
長
屋
焼
た
り
と
ぞ
、
「
此

火
天
明
六
丙
午
二
月
廿
二
日
な
り
」
其
か
け
り
ゆ
く
に
、

い
ま
は
枯
き
や
見
え
ず
、

煙
立
昇
て
火
事
の
早
鐘
な
り
し
、

今
の
様
に
畑
石
積
杯
は
あ
ら
で
、

り
し
に
、
今
は
桑
の
行
る
る
ま
ま
に
、
錐
を
立
べ
き
空
地
も
な
く
な
り
ぬ
、
其
頃
は
松
本
よ
り
上
州
に
通
ふ
牛
に
草
を
は
ま
す
と

我
ら
が
家
と
こ
ろ
な
り
し
、
と
祖
父
な
り
し
人
折
々
語
ら
れ
き
と
い
へ
き
、

（

割

よ

）「
宝
暦
七
年
の
生
に
て
、

同
じ
御
所
村
人
忠
吉
は
、

(

4

7

)
 

年
高
野
山
に
て
法
体
し
、
海
心
と
い
ひ
て
仏
道
に
帰
し
、
弘
法
大
師
を
信
じ
、

天
保
五
年
七
十
八
歳
に
て
没
」

そ
れ
が
話
に
、

七、

思
ひ
起
し
て
小
縣
郡
に
新
に
四

夫
見
ん
と
て
年
立
し
童
、

壮
な
り
し
頃
は
い
と
猛
き
男
な
り
し
が
、

四
国
辺
路
の
後
、

広
く
勧
進
し
て
大
師
像
八
十
八
体
を
処
々
に
安
置
す
、
其
話
に
、
今
は
我
村
な
ど
に
麦
喰
家
い
と
稀
に
て
、

（

割

古

）

其
処
社
戌
「
寛
保
戌
」
年
の
満
水
迄
、

ひ
た
河
原
な
れ
ば
、

八
歳
の
頃
手
習
に
行
居
し
に
、

晩

何
の
障
も
な
か

鐘
の
聞
ゆ
る
を
そ
れ
七
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同
十
七
壬
子
条
に

け
ん
、

按
、
笠
町
と
言
も
あ
り
、

享
保
十
二
丁
未
年
五
月
条
、

十
二
月
六
日
、

宝
永
五
乙
亥
年
家
記
、

し
と
折
々
か
た
り
き
、

見
と
な
り
、

法

名

弘

誉

海

心

大

徳

へ
り
、

ヽヽ
‘

し
カ

笠
屋
敷
杯
も
有
れ
ば
、

加
賀
笠
五
、

按
、
今
の
金
位
に
よ
り
て
考
見
れ
ば
、

今
日
御
本
嶋
全
出
申
候
、

こ
こ
に
て
笠
の
出
来
し
な
る
こ
と
さ
だ
か
な
り
、

六
十
文
ふ
柑
弐
文
、

手
前
へ
も
八
月
壱
反
九
月
壱
反
、

其
外
昔
今
の
こ
と
か
た
り
し
が
、
今
は
皆
わ
す
れ
た
り
、

利
口
に
あ
り
け
る
に
仕
損
ひ
、

国
大
坂
に
て
炭
問
屋
の
子
な
り
と
が
、

召
仕
有
家
な
ど
は
、
も
と
の
ふ
り
を
捨
ず
、
か
た
ば
か
り
麦
を
加
へ
て
喰
へ
ど
、
昔
の
こ
と
を
し
ら
ば
、
い
か
で
か
さ
は
有
べ
き
、
我

（
た
び
か
よ
い
）

八
ッ
斗
の
頃
、
家
に
牛
を
飼
置
し
が
、
長
池
近
き
わ
た
り
に
有
し
畑
に
麦
を
苅
置
て
、
父
の
此
牛
曳
と
あ
り
し
か
ば
、
あ
ま
た
度
通

(

4

8

)
 

帰
て
赤
角
豆
め
し
せ
よ
、

夕
方
今
日
は
い
と
つ
か
れ
た
れ
ば
、

さ
る
を
今
我
あ
た
り
貧
し
き
ひ
と
も
、
麦
は
喰
ぬ
事
の
様
に
な
り
に
た
り
と
い

祐
玄
と
い
ひ
し
道
心
者
、
新
小
路
昆
沙
門
堂
に
住
し
、
八
十
余
歳
に
て
文
化
の
末
没
し
た
り
と
お
ぼ
ゆ
「
年
序
追
て
記
す
べ
し
」
、
生

法
体
し

一
向
宗
と
な
れ
り
、

中
・
町
と
も
手
広
に
な
り
た
り
、
終
に
此
地
の
土
と
な
り
き
、

壮
年
江
戸
に
下
り
、

（割
誉）
「
天
保
五
年
十
二
月
六
日
」

か
、
夫
も
割
麦
に
あ
づ
き
加
た
る
斗
の
飯
な
り
、

お
ぼ
え
出
た
ら
ん
ば
又
も
か
く
べ
し
、

大
坂
に
て
も
紗
綾
の
帯
を
し
め
て
は
、

五
月
十
二
日
御
本
の
組
嶋
被
仰
付
候
、

二

弐
反
上
ヶ
金
壱
両
弐
分
出
、

壱
反
壱
両
弐
分
弐
朱
に
も
当
る
と
可
甲
敗
、
但
し
糸
目
多
分
入
た
る
な
る
べ
し
、

地
笠
も
二
月
頃
百
文
に
五
ッ
半
六
ッ
仕
候
が
、

小
料
理
も
で
き
、

芝
口
三
町
目
に
家
主
し
て
居
た
り
し
に
、

い
つ
頃
よ
り
出
来
ず
な
り

／
弐
反

八
ッ
位
仕
候
、

児
心
に
も
ほ
こ
り
が
な
り

浄
瑠
痢
を
能
か
た
り
し
か
ば
、
家

其
所
の
名
主
没
し
て
其
後

と
母
に
伝
ふ
べ
し
と
い
わ
れ
た
る
、

い
か
斗
嬉
し
か
り
し
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が
幼
な
か
り
し
時
も
、
前
の
如
く
に
は
あ
ら
ざ
り
し
が
、

は
り
置
、
暫
位
牌
に
か
ひ
し
物
な
り
と
い
は
れ
き
、

入
て
売
に
来
し
を
、
今
年
は
新
き
仏
も
あ
れ
ば
と
て
撰
び
取
重
ね
、

宝
暦
四
甲
戌
六
月
廿
八
日
、

被
申
由
、

レ

宝
暦
五
乙
亥
六
月
四
日
、

一
老
人
の
い
へ
る
、

い
ま
も
折
々
圃
中
又
は
家
居
の
は
し
な
ど
よ
り
掘
出
た
る
に
、

之
、
鳥
居
よ
り
縄
張

一
文
字
に
道
付
申
候
、

惣
人
数
男
女
僧
尼
道
心
合

本
家
数
三
百
六
拾
五
軒

弐
千
七
百
四
拾
九
人

右
安
政
の
当
今
と
合
せ
見
る
べ
し
、

同
晩
遷
宮
有
之
、
今
日
祭
に
付
遊
山
多
、

レ

九
月
十
二
日
御
遷
宮
御
祭

心
の
ま
ま
に
歩
行
事
な
ら
ざ
り
し
様
と
お
ぼ
え
き
、

通
り
抜
る
こ
と
か
な
は
ず
、

上
の
説
に
府
合
す
と
お
ぼ
ゆ
る
も
の
あ
り
、

是
買
て
印
に
建
た
り
と
聞
伝
へ
た
り
と
、

此
度
秋
葉
宮
大
星
裏
山
に
立
申
度
、
講
中
相
願
御
聞
済
、
春
中
方
普
請
、

本
社
九
月
中
立
候
筈
、
今
朝
両
町
問
屋
年
寄
揃
参
、

此
時
地
な
ら
し
有
し
時
、
社
家
能
登
被
申
候
は
、

大
略
に
い
た
し
被
置
候
様
、

レ

（

張

）

大
法
師
裏
秋
葉
様
道
縄
は
り
い
た
す
、

昔
は
人
の
没
し
て
も
墓
石
を
も
造
ら
ず
、

年
の
く
れ
の
市
の
こ
と
を
親
父
の
い
は
れ
し
を
聞
に
、

海
野
町
・
横
町
・
か
ぢ
町
・
原
町
・
木
町
・
柳
町
・
紺
屋
・
田
町

廿
七
日
鳥
居
建
、

自
然
不
浄
の
物
を
掘
出
候
は
ば
社
地
不
相
成
と

能
登
殿
・
助
右
衛
門
殿
・
手
前
三
人
立
合
、

盆
前
に
浅
間
山
の
焼
石
に
て
少
き
五
輪
を
栴
、

（

割

甚

）

横
丁
「
境
町
と
も
」

は
ヽ

近
頃
は
、

さ
ば
か

り
の
こ
と
な
ら
ん
、

(

4

9

)
 

赤
き
紙
六
字
名
号
あ
ま
た
を
、
真
鍮
紛
と
か
い
ふ
物
に
て
と
め
た
る
物
を
見
し
に
、
祖
父
が
片
山
里
な
ど
に
新
亡
あ
り
し
所
に
て

の
中
に
立
居
れ
ば
、
行
と
は
な
し
に
い
つ
か
出
ぬ
く
る
、
又
海
野
町
に
行
も
亦
し
か
り
、
幼
稚
の
頃
、
さ
し
た
り
し
と
い
は
れ
き
、
予

原
に
向
ひ
て
人
込

年
暦
は
い
つ
ば
か

あ
ま
た
か
ま
す
に

手
前
畑
堺
入
込
有
レ

仮
宮
建
、
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み
な
り
し
、

だ
ち
髪
月
代
ゆ
ひ
に
し
て
髪
結
を
雇
は
ず
、

小
諸
の
繁
花
に
な
り
し
こ
と
は
、

か
ざ
る
こ
と
と
な
れ
り
、

今
は
破
魔
弓
美
を
尽
し
、

ひ
し
、

し
削
り
、

胡
粉
・
墨
・
蘇
芳
な
ど
の
色
取
し
た
り
、

暮
の
市
に
、

い
う
様
に
覚
ゆ
、

こ
こ
に
て
盆
棚
の
用
は
た
り
し
、

祖
父
の
い
は
れ
し
、

予
が
お
も
ふ
に
、

七
月
十
四
日
大
手
先
の
朝
市
に
、

（

か

、

脱

）

い
と
賑
や
な
り
し
、

さ
る
を
安
政
の
始
こ
ろ
か
復
古
し
、
宵
よ
り
朝
か
け
て
い
と
賑
し
く
な
り
ぬ
と
き
け
ど
、

足
軽
衆
の
妻
な
ど
、
花
た
び
と
て
茜
木
綿
、
黄
・
黒
な
ど
の
小
足
袋
に
、
白
糸
に
模
様
さ
し
縫
た
る
を
、
綿
帽
子

か
ぶ
り
て
売
に
出
し
と
老
人
い
は
れ
き
、

松
本
に
出
来
し
半
弓
・
羽
子
板
を
、
市
中
の
小
供
戸
板
に
井
べ
て
、
半
弓
・
羽
子
板
ま
け
て
や
る
ぞ
や
、
と
い
ひ
て
売
し
、
文

（

マ

マ

）

化
文
政
頃
迄
迄
も
売
し
様
な
り
、
今
は
見
る
こ
と
さ
へ
な
し
、
其
状
半
弓
と
い
へ
る
長
三
尺
斗
巾
壱
寸
斗
、
只
の
わ
り
竹
を
少

浦
野
市
も
布
簾
持
行
商
し
た
り
聞
、

り
の
事
さ
ら
に
な
し
、

雪
隠
に
戸
の
有
し
は
、

（

割

蟄

）

若
き
者
甚
吉
「
銭
財
布
の
事
」

予
が
幼
時
、
今
は
此
市
絶
た
り
や
と
い
は
れ
し
、
其
頃
も
有
か
な
き
か
と

近
頃
迄
此
物
を
見
た
り
し
が
、
今
は
見
え
ぬ
様
な
り
、

弓
と
も
見
え
ぬ
物
な
り
き
、

鶴
田
登
仙
と
い
ふ
人
の
宅
跡
の

か
た
け
行
に
つ
き
て
、

羽
子
板
は
大
小
あ
り
し

一[
]
u
凡
如
レ此
形
に

て
、
表
は
摺
込
に
て
内
裏
雛
の
様
に
さ
し
向
ひ
居
た
り
と
覚
ゆ
、
裏
は
小
紋
形
に
て
地
紋
の
う
ち
に
大
黒
天
あ
り
し
か
と
お
も

江
戸
羽
子
板
と
か
、
京
羽
子
板
と
か
い
ふ
物
に
な
り
て
、
桐
板
或
は
采
色
、

見
る
度
に
い
や
増
と
お
ぼ
ゆ
、

は
見
せ
を
が
て
居
、
其
日
は
こ
こ
よ
り
も
布
簾
持
行
か
け
て
商
し
た
り
し
と
、

（
は

な

し

）

是
は
祖
父
の
謙
な
り
、

又
下
横
町
大
方
ね
だ
な
し
、

あ
る
は
押
絵
等
、
麗
を

親
父
の
若
か
り
し
程
は
、
商
人
も
市
日
の
外

横
町
に
市
郎
と
い
う
男
、
算
術
に
た
け
て
能
有
男
な
り
、
業
は
祭
礼
ね
り
物
・
雛
な
ど
椿
し
、

其
か
た
ら
く
、

幼
年
の
頃
行
し
、

我
ら
若
き
時
、

友

予
は
い
ま
だ
見
ず
、
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（

完

）

近
き
年
、

七
十
余
に
て
没
し
た
れ
ば
、

山
神
講
と
い
ふ
を
結
て
、

此
若
き
時
と
い
へ
る
寛
政
の
中
、

酒
も
何
盃
に
限
り
て
度
を
過
さ
ぬ
定
有
り
と
き
け
り
、

い
づ
れ
も
柴
伐
に
行
し
故
な
り
、

又
は
末
年
な
ら
ん
敗
、

（

マ

マ

）

そ
の
講
帳
な
ど
い
と
い
と
拙
き
物
な
り
、
其
箱
の
上
に
灯
挑
あ
り
、

是
は
其
頃
此
物
な
き
家
が
ち
な
れ
ば
、
死
没
の
時
、
講
仲
間
為
知
に
行
料
な
り
と
、
吸
物
椀
も
添
て
あ
り
、
尤
能
な
る
物
な
る
が
、
講

外
な
る
も
こ
れ
な
き
人
は
、
御
講
の
椀
借
し
給
へ
と
て
仕
し
程
の
事
な
り
し
と
ぞ
、
其
椀
に
、
豆
腐
何
々
酒
菜
は
何
と
か
定
り
有
、
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1
6
当
御
上

1
5
は
ば
き

1
4
間
中
与
左
衛
門

13 12 11 10 

，
 

8
 

6
 

ー 註

囁
言

（
し
ゃ
し
）

天
正
十

一
年

下
直
（
げ
じ
き
）

無

稽

（
む
げ
い
）

冗
和
九
年

つ
ば
ら
に

花
押
（
か
お
う
）

7

成

澤

寛

経

雲

帯

（
う
ん
た
い
）

5

腔
旗
（
せ
い
き
）

4

昇

平

3

恣

牌

2

奢

傍

（
し
ょ
う
へ
い
）

（
し
し
）

（
さ
さ
め
ご
と
）

こ
こ
で
は
、

こ
の
時
代
の
上
田
藩
主
松
平
家
の
こ
と
。

「
会
所
黒
行
纏
小
頭
大
森
平
助
」

腔
巾
あ
る
い
は
行
纏
と
書
く
。
後
の
脚
半
に
当
る
。

三
十
俵
三
人
扶
持
。

値
段
が
安
い
こ
と
。

西
暦

一
六
二
三
年
。

書
判
。
草
書
体
よ
り
さ
ら
に
判
読
で
き
な
い
程
度
に
図
案
化
し
た
署
名
。

西
暦

一
五
八

三
年。

く
わ
し
く
。

あ
り
。

仙
石
政
明
分
限
帳
に
あ
り
。

「
黒
行
纏
」

獅
子
踊
の
手

を
付
け
た
片
岡
助
兵
衛
が
慶
安
元
年

（
一
六

四
八
）
没
で
あ
る
こ
と

か
ら
、

り
が
始
ま

っ
た
年
を
永
禄
天
正
と
す
る
こ
と
は
根
拠
の
無
い
こ
と
で
あ
る
、

『
百
合
さ
さ
め
ご
と
』

成
澤
寛
致
。

は
た
。

の
著
者
。
寛
政
九
年
生
れ
、
慶
応
四
年
没
。

雲
帯
は
上
田
原
町
の
呉
服
問
屋
萬
屋
七
郎
左
衛
門

の
ぼ
り
。

国
運
が
盛
ん
で
、

ほ
し
い
ま
ま
。

世
の
中
が
平
ら
か
に
治
ま

っ
て
い
る
こ
と
。

わ
が
ま
ま
。

身
分
不
相
応
な
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
。
ぜ
い
た
く
。

私
語
。
声
を
ひ
そ
め
て
話
す
こ
と
。

は

「
く
ろ
は
ば
き
」

（
通
称
）

の
俳
名
。

と
訓
ず
る
か
。

と
い
う
こ
と
。 獅
子
踊
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3
1
お
さ
お
さ

3
0
つ
づ
れ

2
9
月
代

2
8
上
野
砥
の
篭
（
こ
う
ず
け
と
の
か
ご
）

27 

伽
羅
の
油
（
き
ゃ
ら
の
あ
ぶ
ら
）
製
付
け
油
の
一
種
。

2
6
七
時

（
さ
か
や
き
）

（
な
な
つ
ど
き
）

2
5
事
そ
ぐ

24 22 18 

節
振
舞
（
せ
ち
ぶ
る
ま
い
）

2
3
袖
合
羽

つ
む
り

2
1
し
ご
き

20 

被

1
9
乗
懸
馬

云
々

（
綴
）

（
こ
と
そ
ぐ
）

（
そ
で
が
っ
ぱ
）

（
扱
き
）

（
か
づ
き
） （
の
り
か
け
う
ま
）

（
う
ん
ぬ
ん
）

1
7
在
明
（
あ
り
あ
け
）

破
れ
た
部
分
を
縫
い
合
わ
せ
た
衣
服
。
ぼ
ろ
の
着
物
。

通
常
は
女
性
が
お
は
し
よ
り
の
着
物
を
対
丈
に
着
る
た
め
に
用
い
る
扱
帯
の
こ
と
を
指
す
が
、

頭
。
頭
髪
。

防
寒
・
防
雨
用
の
合
羽
の

一
種
。
着
物
仕
立
て
に
作
っ
た
も
の
。
本
来
「
合
羽
」

近
世
、

（
上
州
）
産
の
砥
石
が
入
っ
て
き
た
篭
を
利
用
し
髪
結
の
道
具
を
入
れ
持
ち
歩
い
た
。

露
頭
が
日
常
の
風
に
な
っ
た
成
人
男
子
が
、
額
か
ら
頭
上
に
か
け
て
髪
を
剃
る
こ
と
。

た
そ
の
部
分
の
称
。

胡
麻
油
に
生
服
（
き
ろ
う
）

（
あ
と
に
打
ち
消
し
ま
た
は
否
定
的
な
意
味
の
表
現
を
伴
っ
て
用
い
た
場
合
）
ほ
と
ん
ど
。

上
野

定
時
法
で
は
、
今
の
四
時
に
当
る
。

物
事
を
は
ぶ
い
て
、

用
い
ら
れ
た
。

簡
略
に
す
る
。

季
節
の
か
わ
り
め
の
祝
日
の
馳
走
。

坊
主
合
羽
・
丸
合
羽
と
い
い
、

そ
れ
に
対
し
て
袖
が
あ
る
も
の
を

こ
で
は
扱
元
結
（
し
ご
き
も
と
ゆ
い
）

布
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
顔
を
隠
す
こ
と
。

道
中
馬
の
両
側
に
明
荷
（
あ
け
に
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

有
明
行
灯
（
あ
り
あ
け
あ
ん
ど
ん
）

丁
子
（
ち
ょ
う
じ
）

を
加
え
て
練
っ
た
も
の
。

二
十
四
節
気
の
他
に
も
生
活
の
必
要
上
か
ら
各
種
の
雑
節
が

二
個
を
渡
し
て
、

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

「
袖
合
羽
」

と
称
し
た
。

の
こ
と
。
夜
の
明
け
方
ま
で
と
も
し
て
お
く
行
灯
。

ろ
く
に
。 ま

に
は
袖
が
な
く
、 こ

そ
の
上
に
蒲
団
を
敷
い
て
人
が
乗
る
こ
と
。
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45 43 42 40 39 36 35 

一
向
宗

4
4
雛
立

4
1
帷
子
（
か
た
び
ら
）

割

羽

折

3
8
公
時

3
7
を
だ
巻

3
4
御
山

33 

笠

鉾

（
い
っ
こ
う
し
ゅ
う
）

（
わ
り
ば
お
り
）

（
ざ
く
ろ
ぐ
ち
）

（
お
や
ま
）

朱
雀
・
玄
武
（
し
ゅ
じ
ゃ
く
・
げ
ん
ぶ
）

（
き
ん
と
き
）

茶
瓶
（
ち
ゃ
び
ん
）

網
珍
（
し
ゅ
ち
ん
）

郡
仲
（
ぐ
ん
ち
ゅ
う
）

（
ひ
な
だ
ち
）

（
か
さ
ほ
こ
）

3
2
柘
櫂
口

別
称
。

雛
裁
。

―
つ
身
。
並
幅
の
布
一
枚
を
身
頃
に
し
た
背
縫
の
な
い
短
い
着
物
。

し
た
緞
子
（
ど
ん
す
）
。
多
く
帯
地
に
す
る
。

繍
子
（
し
ゅ
す
）

地
に
絵
緯
（
え
ぬ
き
）

夏
に
着
る
単
衣
の
着
物
。

う
に
し
て
お
く
も
の
。

と
い
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
銭
湯
の
、

洗
い
場
か
ら
浴
槽
へ
の
出
入
り
口
。

の
前
に
下
部
を
開
け
た
板
戸
が
下
が
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
し
ゃ
が
み
込
ん
で
出
入
り
し
た
と
こ
ろ
。

原
町
が
所
有
し
て
い
た
お
山
の
天
王
山
車
の
こ
と
。
祇
園
祭
に
曳
き
回
さ
れ
た
。

青
龍
・
白
虎
（
せ
い
り
ょ
う
・
び
ゃ
っ
こ
）
青
龍
は
東
方
の
守
護
神
。

朱
雀
は
南
方
の
守
護
神
、

苧
環
（
お
だ
ま
き
）

祭
礼
や
祝
賀
で
、

白
虎
は
西
方
の
守
護
神
。

鳥
の
形
を
す
る
。
玄
武
は
北
方
の
守
護
神
、

の
こ
と
。
糸
に
よ
っ
た
麻
を
、
中
を
空
虚
に
し
、

源
頼
朝
の
四
天
王
の
一
人
坂
田
金
時
の
こ
と
。

物
見
遊
山
の
時
、
茶
道
具
一
式
や
弁
当
な
ど
を
入
れ
て
持
ち
運
ん
だ
具
。

打
裂
羽
織
（
ぶ
っ
さ
き
ば
お
り
）

に
同
じ
。
背
縫
い
の
下
半
分
を
縫
い
合
わ
さ
な
い
で
裂
け
た
よ

縦
糸
に
生
糸
、
横
糸
に
木
綿
糸
を
用
い
て
厚
く
光
沢
の
あ
る
織
布
に
し
、

一
向
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
を
宗
旨
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

大
き
な
傘
の
上
に
、

で
紋
様
を
浮
き
織
り
し
た
布
地
。

ま
こ
、

,

9

 

な
ぎ
な
た
、

こ
れ
に
文
様
を
織
り
出

湯
の
冷
め
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

亀
と
蛇
を

一

浴
槽

つ
に
し
た
形

丸
く
巻
き
付
け
た
も
の
。

他
宗
よ
り
つ
け
ら
れ
た
真
宗
の

造
花
な
ど
を
取
り
付
け
た
飾
り
。
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50

花
た
び

49 

（
は
な
た
び
）

六
字
名
号
（
ろ
く
じ
み
ょ
う
ご
う
）

48

赤
角
豆

（
さ
さ
げ
）

47

法
体
（
ほ
っ
た
い
）

46

紗
綾
（
さ
あ
い
・
さ
あ
や
）

模
様
の
付
い
た
子
供
用
の
足
袋
゜

南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
の
法
名
。

平
地
に
四
枚
綾
で
、

卍
、
稲
妻
、
菱
垣
な
ど
の
模
様
を
浮
き
織
り
に
し
た
絹
織
物
。

僧
形
と
な
る
こ
と
。
剃
髪
す
る
こ
と
。

一
般
に
は
大
角
豆
と
書
く
が
、
こ
こ
で
は
御
飯
に
入
れ
る
赤
い
さ
さ
げ
豆
な
の
で
、
赤
角
豆
と
書
い

た
と
思
わ
れ
る
。
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沢

淑

子

柳

沢

操

柳
沢
久
米
子

茅

野

恵

子

関

弘

子

神

津

定

代

小
山
ま
す
み

小

山

和

宏

工

藤

強

岩

下

幸

枝

会

長

宮

島

か

つ

子

講

師

尾

崎

行

也

執
筆
者
・
解
読
者
紹
介

古
文
書
学
習
会

「
山
な
み
」

成
澤
み
つ
子

藤
巻
喜
美
子

松
山
志
津
江
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